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反
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|
「
造
化
闇
酔
の
玄
機
」

前
稿
「
王
畿
の
〈
一
念
〉
の
思
想
」
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
こ
の
〈
一
念
〉
の
思
想
が
苧
ん
で
い
る
切
迫
感
、
緊
迫
感
は
、
更
に
突
き

詰
め
て
い
け
ば
、
「
造
化
閏
砕
の
玄
機
」
(
「
答
楚
伺
欧
子
問
」

『王
畿
集
』
巻
四
一

O
O
頁
)
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
ず
は
、
王
畿
の
著
作
の
中
に
も
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
、
北
宋
の
部
落

(
郡
康
節

一
O
一一

i
一
O
七
七
)
の
有
名

な

「冬
至
吟
」
二
首
を
枕
に
、
論
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
詩
は
、
ま
さ
し
く
端
的
に
、
王
畿
の
所
謂
「
造
化
闇
畔
の
玄
機
」
の
も

っ

「危
機
的
時
間
の
推
移
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

何
者
を

理か
極 之
めを
て 幾
微2と
け 謂
しふ

何
者
謂
之
幾

今 天
年 根

天
根
理
極
微

初
め
て
霊
く
る
庭

今
年
初
童
庭

明
日

未
だ
来
た
ら
ざ
る
の
時

明
日
未
来
時

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論
会
乙
|
|



此
の
際

其
の
問

人
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要

意
を
得
や
す
き
も

僻
を
下
し
難
し

何
事
を
か
能
く
知
ら
ざ
ら
む

能
く
此
の
意
を
知
ら
ば

糸
、
至

世盟問
物

玄
酒

大
昔

天
心

此
の
ちZ
Eコ

更
に
請
ふ ね

な

か

子
の
半
ば

改
移
す
る
こ
と
無
く

陽

初
め
て
起
こ
る
慮

第
十
九
号

四

聾f味未
如正3方iだ
しゅにに生
信1希i淡宮ぜ
とらなくざ
せり る
ざの
れ時
ば

庖
犠
に
問
へ
と

「
冬
至
吟
」
『
伊
川
撃
壌
集
』
巻
十
八 此

際
易
得
意

其
問
難
下
僻

人
能
知
此
意

何
事
不
能
知

冬
至
子
之
半

天
心
無
改
移

一
陽
初
起
庭

禽
物
土
木
生
時

玄
酒
味
方
淡

大
昔
整
正
希

此
言
如
不
信

更
請
問
庖
犠

理
学
叢
書
本
『
部
落
集
』
中
華
書
局

四
七
二

・
四
八
九
頁
)

あ
ら
た
め
て
、
こ

の
二
つ
の
詩
を
見
れ
ば
、
「
幾
」
と
い
う
語
に
始
ま
り
、

「微」

「際
」
「
間
」

「初
」「
改
移
」
「
未
生
」
と
続
く
、

連
の
語
棄
は
、
既
に
前
稿
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
ま
た
、
今
後
も
頻
繁
に
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
、
王
畿
の

「
一
念
」

の
思
想
の
言
説

に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
思
索
が
深
い
と
こ
ろ
で
通
底
し
て
い
る
こ
と
を
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



い
っ
た
い
、
我
々
は
、
今
日
も
ま
た
、
昨
日
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
に
な
れ
ば
、

日
が
昇
り
、
ま
た
一
日
が
始
ま
る
と
信
じ
て
疑
う
こ
と

が
な
い
。
そ
し
て
、
明
日
も
ま
た
、
今
日
と
同
じ
よ
う
に
:
、
と
信
じ
て
、
床
に
就
く
。
冬
の
厳
し
い
寒
さ
を
し
の
げ
ば
、
必
ず
、
ま

た
春
が
訪
れ
、
暖
か
い
陽
光
が
戻
っ
て
く
る
と
信
じ
て
疑
う
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、

一
体
、
何
が
、
そ
れ
を
保
証
し
て
く
れ
る
と
い
う

の
か
。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
的
事
実
だ
け
に
た
よ
っ
て
、
そ
れ
を
信
じ
て
疑
お
う
と
し
な
い
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

の
か
。
部
落
の
詩
に
、
「
今
年

初
め
て
壷
く
る
慮
、
明
日

未
だ
来
た
ら
ざ
る
の
時
」
と
あ
る
よ
う
に
「
冬
至
子
の
刻
」
と
は
、
と
も

す
れ
ば
、
こ
の
世
界
が
終
駕
を
迎
え
か
る
か
も
し
れ
な
い
危
機
的
瞬
間
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
一
陽
が
来
復
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
陰
が

陽
を
押
し
の
け
て
、
こ
の
世
界
を
支
配
し
て
し
ま
う
や
も
し
れ
ぬ
、
暗
黒
時
代
の
到
来
が
危
ぶ
ま
れ
る
、
そ
ん
な
危
機
を
苧
ん
だ
、
緊
迫

し
た

一
瞬
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宋
明
の
儒
学
者
の
中
に
は
、
陽
は
、
決
し
て
亡
び
尽
き
る
道
理
は
な
い
、
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
こ
そ
、

「
天
地
の
心
」
が
あ
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
天
地
の
心
」
に
相
当
す
る
の
が
、
人
で
言
え
ば
、
内
心

に
お
け
る
「
一
念
」
の
良
知
(
独
知
)
の
現
出
で
あ
る
。
王
畿
は
、
「
一
陽
、
初
め
て
起
こ
る
は
、
陽
の
動
な
り
、
是
れ
良
知
の
覚
悟
す

出
の

「
昏
蔽
の
複
」
)
の
中
か
ら
、
必
ず
、
忽
然
と
、
そ
の
閣
を
こ
じ
開
け
て
、

る
処
、
之
を
天
根
と
謂
う
」
(
後
述
。
「
答
楚
伺
欧
子
問
」

『王
畿
集
』
巻
四
)
と
言
、
っ
。
問
題
は
、
そ
の
空
寂
と
見
紛
う
、
漆
黒
の
暗
闇
(
後

か
す

一
条
の
微
か
な
光
が
来
復
し
て
く
る
、

一
陽
の
初
動
の
時

に
お
い
て
、
人
は
、
そ
れ
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
、
そ
れ
を
見
逃
し
た
り
、
見
過
ご
し
た
り
、
や
り
過
ご

し
た
り
、
ま
し
て
や
、
抑
え
込
ん
だ
り
、
押
し
殺
し
た
り
、
欺
い
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
、
そ
の

〈
沈
黙
の
声
〉
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
そ
の
声
を
聞
き
分
け
、
そ
れ
を
自
ら
の
使
命
と
し
て
引
き
受
け
て
立
ち
、
着
実
に
、
そ
れ
を
行
動
に
移

し
て
ゆ
く
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
心
は
、
確
実
に
、
昔
交
わ
れ
、
培
わ
れ
、
育
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
「
天
機
」
に
順
い
、

「
天
則
の
自
然
」
に
順
う
、

つ
ま
り
、
「
本
体
」
に
順
っ
た
、
真
の
人
間
の
側
の
生
き
る
か
ま
え
で
あ
っ
た
。
「
之
を
誠
に
す
る
、
人
の
道
」

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想
|
|
王
畿
良
知
心
学
原
論
会
乙

|

|
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ム
ノ、

(
『
中
庸
」
)
で
あ
る
。
人
の
功
夫
、
す
な
わ
ち
、
人
間
的
な
努
力
の
意
義
は
、
ま
さ
に
、
そ
こ
に
あ
る
。
偶
然
を
必
然
と
し
て
、
自
ら
引
き

受
け
て
立
つ
、
す
な
わ
ち
、

「自
立
」
の
道
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
、
本
体
と
し
て
の
良
知
に
順
っ
た
行
動
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
「
一
念
独
知
」
の
場
に
お
い
て
、
〈
沈
黙
の
声
〉
に
導
か
れ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
、
そ
れ
は
「
自
然
」
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
王
畿
の

「
本
体
に
即
し
て
工
夫
を
為
す
」
と

い
う
思
想
で
あ
る
。

〔

*
l
〕
程
伊
川
は
、

『程
氏
易
伝
』
剥
卦
上
九
の
伝
に
、

「陽
元
可
謙
之
理
、

仙波
於
上
則
生
於
下
、
元
関
可
容
息
也
。
聖
人
後
明
此
理
、
以
見
陽

奥
君
子
之
道
不
可
亡
也
。
」
(
理
学
叢
書
本

『二
程
集
』
中
華
書
局

八
二
ハ
頁
)
と
言
、
っ
。
更
に
、
朱
喜
…
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、
先
に
引
い
た

部
康
節
の

「冬
至
吟
」
の
「
冬
至
子
之
半
」
を
引
き
な
が
ら
、
「
正
是
及
子
之
半
、
方
成
一
陽
。
子
之
半
後
、
第
二
陽
方
生
。
陽
無
可
蚤
之
理
。

這
箇
才
剥
輩
、
陽
首
下
使
生
、
不
曾
断
鎖
。
伊
川
説
這
庭
未
分
暁
、
似
欠
雨
句
在
中
間
、
方
説
得
陰
剥
陽
生
不
相
離
慮
。」
(
理
学
叢
書
本

『朱

子
語
類
』
巻
七
十

中
華
書
局

一
七
八
七
頁
)
と
言
っ
て
い
る
。

〔

*
2
〕
王
畿
も
ま
た
、

「復
根
於
坤
、
度
以
胎
之
、
静
以
育
之
、
鹿
極
静
篤
、
間
胴
上
而
反
下
、
故
能
一
陽
矯
主
於
内
。
寓
物
作
而
観
其
復
、
則
天

地
之
心
見
失
。
」
(
「
宛
陵
税
復
楼
悟
語
」
『王
畿
集
』
巻

五
五
、
六
頁
)
、
「
易
稀
復
其
見
天
地
之
心
、
程
子
謂
静
見
天
地
之
心
非
耶
。
郁
子

指
天
根
、
亦
以
一
陽
初
動
而
言
。
蓋
窮
上
反
下
、

一
陽
初
動
、
所
謂
復
也
。」
(
「
再
答
旦
ハ
悟
策
」
同
巻
十

二
五
一
頁
)
と
言
っ
て
い
る
。
な
お

王
畿
の
テ
キ
ス
ト
は
、
呉
震
編
校
整
理

『王
畿
集
』
(
鳳
風
出
版
社

二
O
O
七
)
を
底
本
と
し
て
使
用
し
、
引
用
、
及
、び
、
そ
の
巻
数
・
頁
数

は
同
書
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
、
句
読
点
は
適
宜
改
め
た
。

『龍
渓
舎
語
』
に
つ
い
て
は
、
明
高
暦
四
年
刊
本

『龍
渓
王
先
生
舎
語
』
の
景

印
本
(
稲
葉
本
)
を
使
用
し
た
。

〔

*
3
〕
「
良
心
は
、
ひ
た
す
ら
不
断
に
沈
黙
と
い
う
様
態
に
お
い
て
語
る
。
」
(
ハ
イ
デ
ガ
|

[
著
]
/
原
佑
・
渡
溢
二
郎
[
訳
]
『存
在
と
時
間
』

E 

中
公
ク
ラ
シ

ッ
ク
ス

。。
三
四
五
頁
)



〔

*
4
〕
「
夫
聖
賢
之
向
学
、
致
知
雄
て
而
所
入
不
同
。
従
頓
入
者
、
即
本
健
為
工
夫
、
天
機
常
連
、
終
日
競
業
保
任
、
不
離
性
館
。
雌
有
慾
念
、

一
党
便
化
、
不
致
為
累
。
所
調
性
之
也
。」
(「
松
原
暗
記聞
」
『王
畿
集
』
巻
二

四
二
頁
)
、
「
即
本
健
以
篤
功
夫
、
聖
人
之
内
学
也
。
」
(
「
大
学
首
章

解
義
」
『
王
畿
集
』
巻
八

一
七
五
頁
)
、
「
大
人
以
天
地
蔦
物
為
一
鐙
。
明
徳
是
立
一
億
之
躍
、
親
民
是
達
一
健
之
用
、
止
至
善
是
慢
用
一
原
、

明
徳
親
民
之
極
則
也
。
此
是
即
本
健
為
功
夫
、
聖
人
之
撃
也
。
」
(
『
龍
渓
舎
語
』
巻
五
「
南
遊
会
紀
」
)
と
言
わ
れ
る
。

さ
て
、
部
落
の
詩
に
戻
れ
ば
、
こ
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
深
遠
な
道
理
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
木
下
鉄
矢
氏
が
、
適
確
な
解
説
を
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
り
た
い
。

冬
至
に
な
る
そ
の
夜
半
、
陽
の
気
は
つ
い
に
上
に
消
え
ゆ
か
ん
と
し
、

ば
、
宇
宙
は
生
起
す
る
力
を
失
い
、

一
瞬
た
り
と
も
と
ぎ
れ
て
陽
の
気
が
下
に
復
活
し
な
い
な
ら

一
塊
た
る
死
物
へ
と
な
り
果
て
て
行
く
。
そ
の
危
機
的
時
間
の
推
移
が
こ
こ
に
は
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
在
り
と
し
在
る
も
の
が
息
を
ひ
そ
め
て
見
守
る
な
か
、
か
す
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
世
界
の
命
運
の
か
か
っ
た
、

文
字
通
り
起
死
回
生
の
逆
転
劇
が
そ
の
時
に
果
た
さ
れ
る
。

「冬
至
・
復
の
時
」
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
「
と
き
」
で
あ
っ
た
。

(『朱
喜
…
再
読
l
朱
子
学
理
解
へ
の
一

序
説
|
』
研
文
出
版

一
九
九
九

八
五
頁

*
傍
点
木
下
)

「
冬
至
子
の
半
、

一
陽
初
め
て
動
く
処
」
と
は
、
「
在
り
と
し
在
る
も
の
が
息
を
ひ
そ
め
て
見
守
る
な
か
、
か
す
か
な
も
の
で
あ
る
が
、

世
界
の
命
運
の
か
か
っ
た
、
文
字
通
り
起
死
回
生
の
逆
転
劇
」
が
果
た
さ
れ
る
、
そ
ん
な
「
時
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
そ
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
王
畿
の
所
謂
「
世
界
を
挽
回
す
る
大
機
括
」
(
「
孟
子
告
子
之
皐
」
『
王
畿
集
』
巻
八

後
述
)
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
「
一
念
」
の

思
想
も
、
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
世
界
観
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

王
畿
の
ご
念
自
反
」
の
思
想

|
|王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一
一
)
|
|

ーじ
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「最
初
の

一
念
」
と

「
一
陽
来
復
」

こ
う
し
た
世
界
観
を
背
景
に
し
て
、
王
畿
は
、
「
最
初
の
一
念
は
、
即
ち

『易
』
の
所
謂
復
」
と
述
べ
、

『易』

の
復
卦
の
一
陽
来
復
の

刻
、
す
な
わ
ち
、
「
造
化
閤
昨
の
玄
機
」
に
擬
え
て
、
こ
の
「
一
念
」
現
出
の
場
の
重
要
性
、
そ
の
根
源
性
を
説
い
た
。

王
畿
の
「
天
根
月
窟
」
の
思
想
も
、

や
は
り
、
部
薙
の
詩
に
見
え
る
語
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
挙

げ
る
王
畿
の
発
言
で
は
、
「
一
陽
の
初
動
」
を
、
「
良
知
の
覚
悟
の
処
」
と
し
た
上
で
、
そ
れ
を
「
天
根
」
に
擬
え
、
更
に
、
そ
の
覚
悟
し

た
「
良
知
」
の
「
翁
緊
の
処
」
を
、
「
月
窟
」
に
擬
え
、
両
者
が
相
依
り
相
侠
っ
て
、

互
い
に
交
代
循
環
し
て
窮
ま
り
な
い
の
が
、
「
造
化

閤
僻
の
玄
機
」
で
あ
る
と
言
う
。

を
貴
ぶ
。

天
根
月
窟
は
、
部
康
節
が
、
生
涯
、
そ
の
恩
恵
を
こ
う
む

っ
た
根
本
原
理
で
あ
る
。
学
は
、
〈
初
め
〉
に
お
い
て
つ
か
み
取
る
こ
と

め
ざ
め
る

つ
ま
り
、
良
知
が
覚
悟
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
天
根
と
呼
ぶ
。

一
陽
が
初
め
て
生
起
す
る
の
が
、
陽
の
動
で
あ
る
、

一
陰
が
初
め
て
[
陽
に
]
遭
遇
す
る
の
が
、
陰
の
垢
で
あ
り
、
こ
れ
が
良
知
が
翁
緊

(収
紋
・
凝
緊
)
す
る
場
で
あ
り
、
こ
れ
を
月

窟
と
呼
ぶ
。

た
く
わ
え
る

て
、
蓄
蔵
も
安
定
し
な
い
し
、
垢
(
収
数
)
し
で
も
、
復
(
覚
悟
)
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
陰
は
凝
滞
し
て
、
感
応
は

す
み
や
か

神
速
に
働
か
な
い
。
垢
(
凝
陣
取
・
収
数
)
と
復
(
発
散
・
覚
悟
)
と
が
交
互
に
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、
始
端
も
終
端
も
な
い
円
環
の
よ

と

ひ

ら

う
に
終
わ
り
無
く
循
環
し
続
け
る
、
こ
れ
が
「
造
化
閏
昨
の
玄
機
」
、
す
な
わ
ち
、
造
化
の
閤
じ
た
り
砕
い
た
り
[
す
る
こ
と
で
万

か

ら

く

り

か

み

わ

ざ

物
を
生
成
]
す
る
玄
妙
な
る
機
構
で
あ
り
、
こ
れ
を
弄
丸
と
言
、
っ
。

一
陽
が
来
復
(
一
念
が
覚
悟
)
し
で
も
、
垢

(そ
れ
を
収
紋
・
凝
液
)
す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
陽
は
散
逸
し



天
根
月
窟
是
康
節
一
生
受
用
本
旨
。
同
学
貴
得
之
於
初
。

一
陽
初
起
、
陽
之
動
也
、
是
良
知
町
内
以
悟
慮
、
諸
之
天
根
。

一
陰
初
遇
、
陰
之
垢
也
、
是

良
知
翁
緊
慮
、
謂
之
月
窟
。
復
而
非
垢
、
則
陽
逸
而
裁
不
密
、
垢
而
非
復
、
則
陰
滞
而
懸
不
神
。
一
垢
一
復
、
如
環
無
端
、

此
造
化
閤
砕
之
玄

機
也
、
謂
之
弄
丸
。
(
「
答
楚
伺
欧
子
問
」

『王
畿
集
』
巻
四

一O
O
頁
)

こ
こ
で
、
王
畿
は
、
「
学
は
、
之
を
初
に
得
る
を
貴
ぶ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
所
謂
「
初
」
と
は
、
「
一
念
」
の
初
動
、
す
な
わ
ち
、

前
稿
で
も
取
り
上
げ
た
「
最
初
の
無
欲
の

一
念
」
で
あ
る
。
学
は
、
こ
の
一
念
の
発
動
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
、
欲

か
す

い
っ
さ
い
の
先
入
主
を
差
し
挟
む
余
地
の
な
い
、
そ
の
純
粋
無
雑
な
る
初
発
の
段
階
に
お
い
て
、
良
知
の
微
か
な

望
を
も
、
意
見
を
も
、

萌
芽
を
、
し
か
と
、

つ
か
み
取
る
こ
と
こ
そ
が
、
大
切
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
最
初
の
一
歩
が
、
な
に
よ
り
も
大
切
な
の
だ
。
そ
れ

め
ざ
め
る

が
、
す
な
わ
ち
、
良
知
が
覚
悟
し
た
瞬
間
。
そ
し
て
、
更
に
は
、
そ
れ
を
、
け
っ
し
て
欺
く
こ
と
な
く
、
損
な
う
こ
と
な
く
、
真
つ
直
ぐ

に
遂
行
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
善
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
そ
う
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
根
底
に
お
い
て
、
自
己
の
内
面
性
を

し
っ
か
り
と
養
っ
て
い
く
こ
と
が
、
人
が
工
夫
(
人
間
的
努
力
)
と
し
て
為
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
す
な
わ
ち
、
収
紋
・
蓄

ト
リ
プ
ル

蔵

・
凝
緊
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
天
地
の
造
化
と
匹
敵
す
る
内
面
性
を
備
え
た
人
聞
は
、
天
地
と
参
た
る
存
在
と
し
て
、
こ
の
天

地
の
聞
に
お
い
て
、
「
天
下
(
世
界
)
を
以
て
己
が
任
と
為
す
」
、
「
大
丈
夫
」
と
し
て
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
使
命
を
、
確
実
な
も
の
と

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔

*
l
〕
王
畿
は
、
「
以
天
下
為
己
任
」
(「書
同
心
冊
後
諾
」

『龍
渓
曾
語
』
巻
六
)
と
言
、
っ
。
ま
た
、
「
機
首
世
界
」
、
「
以
挽
回
世
界
為
己
任
」

(「三
山
麗
浮
録
」

『龍
渓
舎
一
諾
』
巻
二
)
と
も
言
、っ
。
こ
れ
は
、

北
宋
の
泡
仲
海
の
「
天
下
を
以
て
己
が
任
と
為
す
」
(
『宋
史
』
巻
コ
二
四
列
傍

第
七
三

・
沼
仲
流
伝

一
O
二
七
五
頁
)
と
い
う
気
概
と
向
じ
志
で
あ
ろ
う
。
天
下
H
世
界
で
起
き
る
全
て
の
出
来
事
の
一
切
の
責
任
を
、
自

王
畿
の

「
一
念
自
反
」
の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一一

)
l
l
'

九
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。

ら
引
き
受
け
て
立
と
う
(
「
担
当
」
「
承
当
」
)
と
し
た
、
儒
家
の
エ

ー
ト
ス
を
、
端
的
に
表
明
し
た
言
葉
で
あ
る
。
拙
稿
「
天
下
を
以
て
己
が
任

と
為
す
|
宋
明
儒
学
者
の
志
|
」
を
参
照
。

〔
中

2
〕
「
天
根
月
窟
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、

『王
畿
集
』
巻
八
に
所
載
の
「
天
根
月
窟
説
」
、
ま
た
、
そ
の
原
型
と
見
ら
れ
る

『龍
渓
舎
語
』
巻

二
「
三
山
麗
浮
録
」
の
二
十
一
条
を
参
照
。
そ
の
末
尾
に
、
「
知
復
知
垢
、
方
自
定
陰
陽
互
根
、
方
固
定
太
極
生
生
之
機
、
方
自
定
一
陰
一
陽
之
道
。

:
到
熟
慮
、
使
是
内
聖
外
王
之
挙。
」
と
あ
る
。
な
お
、
早
坂
俊
康
氏
に
「
王
畿
の
「
天
根
月
窟
説
」
に
つ
い
て
」

((『哲
学

(広
島
)』
日

九
九
八
)
が
あ
る
。

「
凡
を
超
え
て
聖
に
入
る
の
機
」

こ
の
「
一
陽
が
来
復
す
る
」
時
こ
そ
、
ほ
か
で
も
な
い
「
超
凡
入
聖
の
機
」
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
、
人
は
謹
ま
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
、
と
王
畿
は
言
う
。

み
な
さ
ん

諸
友
は
、
今
日
の
議
会
で
は
、

ひ
た
す
ら
、
こ
ん
な
ふ
う
に
[
心
は
意
見
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
]
空
寂
で
し
た
が
、
こ
れ
こ

チ
ャ
ンス

そ
、
ま
さ
し
く

一
陽
来
復
し
て
、
凡
俗
を
超
え
て
聖
境
に
入
る
転
機
な
の
で
す
。
も
し
、
[
こ
の
心
本
来
の
空
寂
さ
を
]
保
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
旧
来
の
悪
習
が
、
こ
れ
に
乗
じ
て
、
[
本
心
を
]
見
失
っ
た
り
、
取
り
戻
し
た
り
の
繰
り
返
し
で
、
き

っ
と
ま
た
凡
俗
に
戻
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
慎
重
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

諸
友
今
日
之
舎
、
専
寂
若
此
、
此
正
一
陽
来
復
、
超
凡
入
聖
之
機
。
若
不
能
保
任
、
奮
習
乗
之
、
頻
失
頻
復
、
且
柏
村
復
入
於
凡
失
。
可
不
慎
乎
。

(「宛
陵
観
復
楼
謄
語
」

『王
畿
集』

巻一

五
回
頁
)



〔牢〕

「空
寂
」
に
つ
い
て
は
、
引
用
の
直
前
に
、

「孔
子
称
顔
子
日
、
回
也
、
庶
乎
屡
空
。
空
者
、
道
之
原
也
。
粛
心
坐
忘
、
不
信
周
意
見
所
格
、

故
能
屡
空
。
」
と
あ
り、

「意
見
」
に
つ
い
て
は
、
「
吾
人
今
日
之
病
、
莫
大
於
意
見
。
著
於
意
、
則
不
能
静
以
貞
動
。
箸
於
見
、
則
不
能
虚
以
適

愛
。
不
虚
不
静
、
則
不
能
空
。
意
見
者
、
道
之
賊
也
。
後
儒
(
朱
喜
…
を
指
す
)
尚
以
為
好
意
見
不
可
処
…
、
勝
終
身
従
事
鷲
、
反
以
内
エ
篤
異
撃
、

民
所
謂
認
賊
篤
子
、
溺
於
弊
而
不
自
知
也
。
」
と
あ
る
。
陸
九
淵
と
朱
喜
、
の
聞
に
交
わ
さ
れ
た
「
意
見
」
論
争
を
踏
ま
え
る
。
吉
田
公
平

『陵
象

山
と
王
陽
明
』
I
部
第
二
章
(
研
文
出
版
)
、
及
び
、
拙
著
『
「
即
今
自
立
」
の
哲
学
』
(
研
文
出
版
)
を
参
照
。

ま
た
、
次
の
発
言
を
見
れ
ば
、
こ
の
「
凡
俗
を
超
え
て
聖
境
に
入
る
転
機
」
と
し
て
の

「
一
陽
来
復
」
の
時
、
す
な
わ
ち
、
「
一
念
の

微
」
へ
の
注
視
は
、
先
師
王
陽
明
の

「当
下
具
足
」
説
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

王
陽
明
先
生
門
下
に
伝
え
ら
れ
た
学
問
の
本
質
は
、

ン
ン
プ
ル

い
た
っ
て
易
簡
な
も
の
で
あ
っ
た
。

[す
な
わ
ち
、
人
の
良
知
は
]
現
に
今
、

完
全
無
欠
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

一
念

[独
知
の
場
に
お
い
て
]
自
ら
を
反
省
す
る

[心
が
湧
き
起
こ
っ
た
]
な
ら
ば
、
即
座
に
、

本
心
は
回
復
し
、
凡
俗
を
超
え
て
聖
人
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
[
こ
の
]

一
念
の
霊
明
[
な
る
働
き
]
を
、

い
つ
も
保
ち
続
け
て
、

世
情
や
暗
欲
に
よ
っ
て
、

[働
き
を
]
に
ぶ
ら
さ
れ
た
り
、
か
き
み
だ
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

[ま
た
]
文
才
や
経
学
に
よ
っ
て
、

お
び
や
か
さ
れ
た
り
、
う
ば
わ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
[
良
知
を
]
永
遠
に
明
る
く
輝
か
せ
続
け
る
学
な
の
で
あ

る

師
門
所
僻
事
旨
、
至
易
至
簡
。
嘗
下
具
足

一
念
自
反
、
即
得
本
心
、
可
以
超
凡
入
聖
一
。

一
念
震
明
、
時
時
保
持
、
不
鴬
世
情
噌
欲
所
昏
援
、

不
矯
才
名
護
術
所
侵
奪
、
便
固
定
絹
照
之
夢
。
(
「奥
莫
廷
韓
」
『王
畿
集
』
巻
十
二

三
三
五
頁
)

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
恩
想

|
|
王
畿
良
知
心
学
原
論
「
二
J

|
|
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王
畿
が
、
こ
こ
で
明
確
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
所
謂

「首
下
具
足
、

一
念
自
反
、
即
得
本
心
、
可
以
超
凡
入
聖
」
と
い
う
思
想
は
、

先
師
王
陽
明
伝
来
の
学
の
根
本
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
再
び
と
り
あ
げ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
「
一
念
」
発
動
の
場
は
、
凡
人
が
聖
人
の
領
域
に
参
入
す
る
玄
妙
な
る
契
機
で
あ
る
と
同
時
に
、

裏
返
せ
ば
、
そ
の
対
処
の
仕
方
を
間
違
え
れ
ば
、
聖
人
で
さ
え
も
、
凡
人
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
も
の
と
し
て
、
万
人
に
と
っ
て
、
例
外
な

く
、
極
め
て
緊
張
感
に
富
ん
だ
、
危
う
い
場
で
も
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
後
に
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

「
学
」
の
無
窮
性
を
説
き
、
「
至
善
」
の
追
求
を
目
指
し
て
ゆ
く
上
で
、
な
に
よ
り
も
「
自
是
(
自
己
絶
対
化
・
自
己
正
当
化
)
」
を
戒
め
、

良
知
の
内
在
と
、
そ
の
完
全
無
欠
性
を
信
じ
て
、

い
つ
も
真
つ
新
な
状
態
(
「
無
」
「
空
」
。
後
述
)
に
お
い
て
、
他
者
と
向
き
合
い
、
良
知

の
判
断
に
身
を
委
ね
て
い
こ
う
と
し
た
、
王
畿
な
ら
で
は
の
思
想
で
あ
る
と
z=
守
え
よ
う
。

ド

ク

サ

〔
申
〕
遡
れ
ば
、
こ
の
「
自
是
」
の
語
は
、
「
自
安
」
「
自
足
」
の
諾
と
共
に
、
陸
九
淵
が
門
人
た
ち
の
「
意
見
」
へ
の
執
着
、
自
説
へ
の
自
足
・

安
住
を
戒
め
る
語
と
し
て
頻
用
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
拙
著

『「即
今
自
立
」
の
哲
学
』
(三
九
O
頁
)
以
下
を
参
照
。
王
畿
の
用
例
と
し
て
は
、

例
え
ば
、

「撫
州
擬
腕
蓋
舎
語
」
に
「
挙
問
到
執
己
自
是
庭
、
雌
以
明
道
筋
兄
、
亦
無
如
之
何
。
況
朋
友
乎
。」
(
『
王
畿
集
』
巻

一

一
七
、
八

頁
)
と
あ
る
。

ま
た
、
既
に
前
稿
で
も
引
い
た
、
次
の
発
言
の
中
に
も
、
「
一
念
」
と
い
う
、
元
来
、
わ
れ
わ
れ
の
内
心
の
実
感

(
王
畿
は
、
そ
れ
を

『中
庸
』
の
言
葉
に
基
づ
い
て
「
独
知
」
と
呼
ん
だ
)
と
し
て
の
み
存
在
す
る
は
ず
の
心
的
事
実
を
指
す
言
葉
H
概
念
の
う
ち
に
蔵
さ
れ
た
宇

宙
論
的
な
背
景
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。



天
地
の
霊
気
は
、
た
だ
単
に
聖
人
だ
け
が
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
。
今
、
乳
飲
み
子
が

井
戸
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
た
瞬
間
、
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
流
協
側
隠
の
心
が
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
。
こ
れ
こ
そ
、
そ

の
最
初
の
、
欲
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
念
で
あ
り
、

[
『
易
』
に
]
所
謂
[
四
徳
の
]
元
で
あ
る
。
:
:
:
[
「
易
』

の
四
徳
の

う
ち
]
元
は
始
め
る
、
亨
は
通
じ
る
、
利
は
遂
げ
る
、
貞
は
正
す
[
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
が
あ
る
]
が
、

い
ず
れ
も
、

最
初
の
一

A

念
を
本
源
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
天
を
統
括
す
る
」
(
『易
』
乾
卦
家
伝
)
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
一
念
は
、

ほ
か
で
も

な
い
、
『
易
』

の
所
謂
復
で
あ
る
。

「復
は
、
其
れ
、
天
地
の
心
を
見
る
か
」
(
『易
』
復
卦
象
伝
)
、
と
。
:
:

天
地
盤
気
、
非
濁
聖
人
有
之
、
人
皆
有
之
。
今
人
乍
見
孫
子
入
井
、
皆
有
流
協
側
隠
之
心
。
乃
其
最
初
無
欲
一
念
、
所
誇
元
也
。

-

a

元
者
始

也
、
亨
通
、
利
遂
、
貞
正
、
皆
本
於
最
初
一
念
、
統
天
也
。
最
初
一
念
、
即
易
之
所
諮
復
。
復
其
見
天
地
之
心
。
・
:
:
(
「
南
落
諸
友
幾
鳴
怨
虚

閤
舎
語
」
『
王
畿
集
』
巻
六

頁

こ
こ
で
は
、
「
天
地
の
霊
気
」
の
内
在
と
し
て
、
「
流
協
側
隠
の
心
」
が
説
か
れ
、
更
に
は
、
そ
れ
こ
そ
が
「
最
初
の
無
欲
の
了
念
」
で

あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
を
、
『
易
』
乾
卦
文
言
伝
に
見
え
る
の
天
の
「
四
徳
」
(
元

・
古7
・
利
・
貞
。
そ
れ
ぞ
れ
、
四
季
で
言
え

ば
、
春

・
夏
・
秋
・
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
と
し
て
の
、
生
長
・
収
・
蔵
を
司
る
徳
)
の
「
元
」
に
擬
え
る
。
こ
の
「
元
」
は
、
程
朱
学
の
概

念
を
使
え
ば
、
「
専
言
の
元
」
で
あ
り
、
他
の
三
つ
の
徳
で
あ
る
亨
・
利
・
貞
を
、
内
に
包
蔵
す
る
未
分
化
な
る
全
体
と
し
て
、
「
天
を
統

H

始
端
は
、
「
易
』
の
「
復
」
卦
の
「
一

ぶ
る
」
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
天
の
四
徳
の
最
初
の
現
出
(
自
己
限
定
)

陽
の
初
動
」
に
お
い
て
露
見
す
る
「
天
地
の
心
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
朱
菓
に
拠
れ
ば
、
「
天
地
の
心
」
と
は
、
「
天
地
、
物
を
生

ず
る
心
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
『
易
』
繋
辞
下
伝
の
「
天
地
之
大
徳
日
生
」
や
同
繋
辞
上
伝
の
「
生
生
之
謂
易
」
を

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想
|
|
王
畿
良
知
心
学
原
論
ご
乙
|
|
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踏
ま
え
た
思
想
で
あ
る
が
、
天
地
が
、
生
き
と
し
生
け
る
物
を
生
み
出
し
て
己
ま
な
い
と
こ
ろ
に
、
「
天
地
の
心
」
、
す
な
わ
ち
、
天
地
の

意
志
H

目
的
を
見
る
思
想
の
表
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
言
え
ば
、
こ
の
「
天
地
、
物
を
生
ず
る
心
」
が
、
人
に
宿
っ
た
も
の
が
、
す

な
わ
ち
「
仁
」
で
あ
る
(
以
上
、
朱
烹
「
仁
説
」
を
参
照
)
。
こ
の
点
は
、
王
畿
も
同
じ
考
え
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
前
稿
で
も
、
既
に
指
摘
し

て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
の

「
一
念
」
の
現
出
が
、
単
な
る
、
人
の
内
心
の
事
実
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
天
地
の
造
化
に
お
け
る
、
「
一

陽
の
初
動
」
に
匹
敵
す
る
事
態
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
一
念
」
の
現
出
と

は
、
具
体
的
な
仕
事
と
し
て
は
、
「
是
非
の
弁
別
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
、
王
畿
は
、
「
無
よ
り
有
を
生
み
出
す
」
、

ひ
と
つ
の
創
造
行
為
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
う
し
た
考
え
は
、
次
の
発
言
に
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

天
地
が
物
を
生
み
出
す
心
は
、
そ
の
完
全
な
か
た
ち
で
、
人
に
も
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
知
と
い
う
も
の
は
、
人
心
が
覚
醒

し
て
い
る
状
態
に
し
て
、

[人
智
で
は
捉
え
よ
う
も
な
い
、
不
可
思
議
な
働
き
を
為
す
]
霊
な
る
も
の
で
あ
る
。
大
昔
か
ら
、
天
を

生
み
、
地
を
生
み
、
人
を
生
み
、
物
を
生
ん
で
き
た
の
は
、
す
べ
て
、
こ
の
一
つ
の
霊
な
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
孟
子
は
、
そ

ピ
ソ
ク
ア
ジ
プ

の
中
か
ら
、
良
知
を
指
出
し
た
の
で
あ
る
。

天
地
生
物
之
心
、
以
其
全
付
之
於
人
。
而
知
也
者
、
人
心
之
内
党
而
為
霊
者
也
。
従
古
以
来
、
生
天
生
地
、
生
人
生
物
、
皆
此
一
盛
而
己
。
孟
子

於
其
中
指
出
良
知

0

・
・
・
(
「
南
遊
曾
紀
」

『
王
畿
集
』
巻
七

一
五
四
頁
)

王
陽
明
に
も
、
「
良
知
は
是
れ
造
化
の
精
霊
な
り
。
這
些
あ
精
霊
は
、

天
を
生
じ
、

地
を
生
じ
、

鬼
を
成
し
、

帝
を
成
す
。

f
?
、
:

程
右
出
品

れ
よ
り
出
づ
。
異
に
是
れ
物
と
釣
無
し
」
(
『伝
習
録
』
下
巻
)
と
い
う
発
言
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
稿
で
も
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の



世
界
の
秩
串
と
意
味
を
生
み
出
す
、
良
知
の
は
た
ら
き
を
語
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
王
畿
が
し
ば
し
ば
言
う
「
無
中
に
有
を
生
ず
」

も
、
ま
た
ま
さ
に
こ
の
謂
い
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
良
知
」
の
創
造
行
為
は
、
実
は
、
日
常
的
に
、
不
断
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
た
。

更
に
は
、
こ
れ
も
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、

「
良
知
」
は
、
ま
た
、
「
混
沌
初
聞
の
第
一
寂
に
し
て
、
寓
物
の
始
た
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い

た。

『易』

に
「
乾
知
こ
そ
、
大
い
な
る
始
ま
り
で
あ
る
」
(
繋
辞
上
伝
)
と
あ
る
が
、
こ
の
乾
知
[
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
]
こ
そ
が
、

ほ
か
で
も
な
い
良
知
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
混
沌
に
初
め
て
穿
た
れ
た
最
初
の
知
覚
で
あ
り
、
全
て
の
存
在
者
の
始
源
で
あ
れ
ば
、

全
て
の
存
在
者
と
は
、
対
等
な
存
在
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
独
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
[
人
が
気
づ
く
以
前
に
]
自

分
だ
け
が
[
そ
の
現
出
に
]
気
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
独
知
」
と
呼
ば
れ
る
。

易
日
「
乾
知
大
始
」
、
乾
知
即
良
知
、
乃
混
沌
初
閑
第

一疲
、
為
蔦
物
之
始
、
不
興
寓
物
作
針
。
故
謂
之
慣
例
。
以
其
自
知
、
故
諸
之
濁
知
。
(
「
致

知
議
略
」

『
玉
畿
集
』
巻
六

頁

す
な
わ
ち
、
人
事
に
即
し
て
言
え
ば
、
「
良
知
」
の
仕
事
と
は
、
人
の
分
別
知
に
よ
る
分
節
化
以
前
の
「
混
沌
」
、
す
な
わ
ち
、
未
分
化
、

無
限
定
、
無
規
定
な
る
世
界
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
こ
か
ら
、
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
長
年
来
、
身
心
に
染
み
つ
い
て
き
た
、

種
々
の
噌

好
・
貧
着
・
特
異
な
技
能
・
凡
俗
の
旧
態
、

一
切
の
虚
見
(
先
入
観
)
や
勝
心
(
競
争
心
)
の
類
を
、
ば
っ
さ
り
と
断
ち
切
り
、
き
れ
い
さ

e

$

N

C

h

勺

っ
ぱ
り
洗
い
流
し
て
、
リ
セ
ッ
ト
し
、
真
つ
新
な
状
態
か
ら
出
発
し
て
、
そ
こ
に
、
常
に
、
新
た
な
意
味
と
秩
序
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|
|王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一一)
|
|

五
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ノ、

り
、
そ
の
意
味
で
、
「
良
知
」
は
、
「
万
物
の
始
め
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
日
々
、
新
た
」

(『大
祭
』)
に
、
良
知
に
よ
っ
て
、
世
界
は

常
に
刷
新
さ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。

〔
*
〕
「
天
泉
証
道
記
」
の

「上
根
之
人
、
悟
得
加
熱
善
無
悪
心
健
、
便
従
無
成
立
根
基
、
意
血
ハ
知
物
、
比
白
従
無
生
、

一
了
百
嘗
、

即
本
健
使
是
工
夫
、

易
簡
直
哉
、
更
無
剰
欠
、
頓
悟
之
向
学
也
。」

(『王
畿
集
』
巻

二
頁
)
に
見
え
る
。
こ
の
「
無
な
る
処
」
も
ま
た
、
こ
の
「
混
沌
」
に
同
じ
。

次
の
発
言
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
端
的
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
学
は
、

一
つ
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
志
を
確
立
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
[
肝
心
の
]
「
立
志
」

が
本
物
で
な
い
た
め
に
、
せ
っ
か
く
の
功
夫
も
、
ど
う
し
て
も
途
切
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
功
夫
を
、
我
が
身
に
親
密
な

と
こ
ろ
で
行
わ
な
い
か
ら
、
[
後
出
の
「
虚
見
」
や
「
勝
心
」
に
]
引
き
ず
ら
れ
、
ま
と
わ
り
つ
か
れ
る
と
い

っ
た
弊
害
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
[
そ
の
弊
害
の
原
因
を
]
他
所
に
求
め
て
は
い
け
な
い
。
諸
君
が
、
本
当
に
、
自
分
の
志
が
本
物
に

な
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
空
虚
な
意
見
で
上
辺
を
取
り
繕
っ
た
り
、
競
争
心
〔
勝
心
〕
か
ら
[
志
を
]
求
め
た
り
す
る
の
は

よ
く
な
い
。
根
本
の
と
こ
ろ
か
ら
、
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
、
生
誕
以
来
の
、
く
さ
ぐ
さ
の
晴
好
、
く
さ
ぐ
さ
の
欲
望
、
く
さ
ぐ
さ

の
へ
ん
て
こ
な
技
能
(
?
)
、
く
さ
ぐ
さ
の
凡
俗
な
心
や
習
慣
的
な
態
度
を
、
丸
ご
と
ば
っ
さ
り
断
ち
切
り
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
洗

い
清
め
て
、

[世
俗
の
価
値
観
に
染
ま
る
以
前
の
純
粋
無
雑
な
る
]
混
沌
の
中
か
ら
、
根
基
(
存
在
H

倫
理
の
根
本
原
理
)
を
う
ち
立

て
、
こ
こ
か
ら
、
[
新
た
に
]
世
界
の
秩
序
と
意
味
を
創
造
し
、
偉
大
な
事
業
を
生
み
だ
し
て
い
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
本
当
の
生

生
の
真
の
命
脈
(
創
造
と
価
値
の
源
泉
)
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。



夫
製
一
而
己
失
、
而
莫
先
子
立
志
。
惟
其
立
士
心
不
真
、
故
用
功
未
免
間
断
。
用
功
不
密
、
故
所
受
之
病
未
免
子
牽
纏
。

是
未
可
以
他
求
也
。
諸

君
果
欲
此
志
之
真
、
亦
未
可
以
虚
見
裂
之
及
以
勝
心
求
之
。
須
従
本
原
上
徹
底
理
舎
、
将
無
始
以
来
種
種
晴
好
、
種
種
貧
著
、
種
種
奇
特
技
能
、

種
種
凡
心
習
態
全
穏
斬
断
、
令
乾
乾
凋
伊
国
伊
従
混
沌
中
立
根
基
、
自
此
生
天
生
地
生
大
業
、
方
矯
本
来
生
生
真
命
脈
耳
。
」

(「
斗
山
舎
垣間」

『王
畿

集
』
巻
二

二
八
頁
)

「
混
沌
」
か
ら
の
創
造
を
説
く
、
王
畿
の
、
こ
の
発
言
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、
実
は
、

日
々
、
行
っ
て
い
る
、
常
に
真
つ
新
な
状
態
か
ら

行
う
倫
理
的
創
造
行
為
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
、

「本
来
生
生
真
命
脈
」
、
す
な
わ
ち
、
存

在
H
倫
理
の
源
泉
と
し
て
の
「
良
知
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

「無
是
無
非
」
説

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
中
純
夫
氏
が
、
「
王
畿
の
四
無
説
に
つ
い
て
」
(
『富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
二
十
五
号

一
九
九
六
)
に

お
い
て
、
「
四
無
説
の
側
面
の
み
か
ら
王
畿
思
想
を
論
ず
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
そ
の
思
想
の
全
体
像
を
覆
い
隠
す
危
険
性
」
が
有
る
と

指
摘
し
た
上
で
、
「
無
善
無
悪
」
と
「
無
是
無
非
」
の
意
味
を
明
確
に
区
別
し
、
「
無
是
無
非
」
説
の
方
に
こ
そ
、
王
畿
思
想
の
本
領
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
中
氏
は
、
王
畿
の
「
無
是
無
非
」
説
を
、
端
的
に
示
し
た
資
料
と
し
て
、
「
艮
止
精
一
之
旨
」
の
次
の
一
節
|
|

心
之
良
知
是
為
聖
。
知
是
知
非
而
賓
無
是
無
非
。
知
是
知
非
者
、
麿
用
之
跡
。
無
是
無
非
者
、
良
知
之
龍
也
。
警
之
明
鏡
之
照
物
、

鏡
髄
本
虚
而
折
媛
自
排
、
折
婚
者
、
照
之
用
也
。
以
照
為
明
、
実
官
千
里
。
(『王
畿
集
』
巻
八

一
八
四
頁
)

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|
|王
畿
良
知
心
学
原
論

会乙

|
|
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を
引
い
た
上
で

注
目
す
べ
き
は
、

そ
の
場
合
の
是
非
が
単
に
外
在
す
る
既
存
の
是
非

(既
成
の
価
値
観
)
を
指
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
の
自
ら
が
下

し
た
是
非
の
判
断
も
ま
た
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(「
知
是
知
非
者
、
応
用
之
迎
。」)。

即
ち
良
知
は
、
自
ら
が
か
つ
て
下

し
た
是
非
の
判
断
に
す
ら
拘
束
さ
れ
な
く
、
そ
の
つ
ど
新
規
に
白
紙
の
状
態
で
是
非
を
吟
味
検
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に

良
知
に
よ
る
不
断
の
検
証
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
価
値
判
断
の
必
要
性
を
説
く
の
が
王
畿
の
無
是
無
非
思
想
で
あ
る
。
(
一
六
頁

* 

傍
占
…
は
小
路
口
。

と
言
う
。
極
め
て
的
確
な
洞
察
と
明
快
な
解
説
で
あ
る
が
、
更
に
、
そ
の
意
味
を
明
瞭
に
さ
せ
る
た
め
に
、

繁
を
厭
わ
ず
、
先
程
引
用
し

た
一
節
の
試
訳
を
挙
げ
て
お
く
。

[先
師
王
陽
明
は
]
「心
の
良
知
、
是
れ
を
聖
と
為
す
」
(
「
書
貌
師
孟
巻
」

『王
陽
明
会
集
』
巻
八

わ
れ
た
]。
[良
知
は
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
対
象
に
即
し
て
]
是
非
を
弁
別
し
な
が
ら
も
、
実
に
、
[
そ
れ
以
前
に
下
し
た
]
是

非
[
の
判
断
]
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
。
是
非
を
弁
別
す
る
こ
と

(是
非
の
判
断
)
は
、
[
良
知
の
]
感
応
の
働
き
の
痕
跡
で
あ
る
。

上
海
古
籍
出
版
社

二
八
O
頁
)
[と
言

[
自
ら
下
し
た
]
是
非
の
判
断
〔
H

痕
跡
〕
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
の
が
、
良
知
本
来
の
在
り
ょ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
鏡

(澄
み
切
っ

た
鏡
)
が
物
を
映
し
出
す
こ
と
に
誓
え
る
な
ら
ば
、
鏡
そ
れ
自
体

(鏡
面
)
は
も
と
も
と
虚
(
か
ら
っ

ぽ
)
で
あ
り
な
が
ら
、
[
物
が

そ
の
前
に
現
れ
れ
ば
]
美
醜
を
自
然
と
弁
別
す
る
(
美
し
い
も
の
は
美
し
く
、
醜
い
も
の
は
醜
く
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
映
し
出
す
)。



[
鏡
面
に
映
し
出
さ
れ
た
]
美
醜
は
、
[
明
鏡
が
物
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
]
映
し
出
す
と
い
う
働
き
[
の
痕
跡
]

で
あ
る
。
映
し
出

さ
れ
た
も
の
(
映
し
出
さ
れ
た
美
醜
の
像
H

痕
跡
)
を
明
(
鏡
本
体
の
働
き
)
だ
と
見
な
し
た
な
ら
ば
、
[
両
者
は
]
千
里
の
隔
た
り
ど
こ

ろ
で
は
済
ま
な
い
。

こ
こ
に
所
謂
「
知
是
知
非
者
、
麿
用
之
跡
。
無
是
無
非
者
、
良
知
之
龍
也
。
」
と
い
う
発
言
こ
そ
、
王
畿
の
良
知
心
学
の
本
質
を
解
く

鍵
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
畿
は
、
既
成
の
価
値
判
断
の
み
な
ら
ず
、
自
己
の
良
知
が
、
か
つ
て
下
し
た
是
非
の
判
断
に
も
拘
束
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
全
て
の
価
値
判
断
を
リ
セ
ッ
ト
し
た
、
常
に
、
真
つ
新
な
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
状
況
に
即
し
て
、
是
非

を
吟
味
検
証
し
直
し
、
新
た
に
是
非
を
生
み
出
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
良
知
の
真
価
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、

そ
れ
を
や
っ
て
の
け
る
だ
け
の
力
量
を
、
良
知
は
、
既
に
、
そ
し
て
、
常
に
、
備
え
て
い
る
と
い
う
絶
対
的
信
頼
で
あ
る
。
王
畿
が
し
ば

し
ば
口
に
す
る
「
良
知
を
信
じ
切
る
(
信
得
及
良
知
こ
と
は
、
そ
う
し
た
良
知
の
完
全
無
欠
性
(
「
当
下
具
足
」
性
)
に
対
す
る
絶
対
的
信

頼
で
あ
る
。

王
畿
は
、
「
無
是
無
非
者
、
良
知
之
健
也
」
と
言
い
、
ま
た
、
「
良
知
原
是
無
中
生
有
、
無
知
而
無
不
知
」
(
「
撚
陽
舎
語
」
『
王
畿
集
』
巻

三
五
頁
)
と
言
、
っ
。
そ
し
て
、
こ
の
「
無
」
こ
そ
が
「
聖
学
の
宗
」
、
す
な
わ
ち
、
聖
人
の
学
の
根
本
義
で
あ
る
、

と
王
畿
は
一
言
、
っ
。

以
下
、
節
を
改
め
て
、
こ
の
王
畿
の
「
無
是
無
非
思
想
」
の
根
底
に
あ
る
「
無
」
の
哲
学
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

〔
*
〕
「
良
知
無
知
、
然
後
能
知
是
非
、
無
者
聖
祭
之
宗
也
。
」
(
「
艮
止
精
一
之
旨
」

『王
畿
集
』
巻
入

一
八
四
頁
)
。

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|
|王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一
一
)
|
|

九
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「錘…
」

の
哲
学

王
畿
は
、
「
天
泉
誼
道
紀
」
の
中
で
、
「
無
善
無
悪
」
の
意
味
を
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
天
命
の
性
」
は
、
混
じ
り
け
の
無
い
、
こ
の
上
も
な
く
善
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、

[
そ
れ
は
、

か
み
わ
ざ

事
物
が
目
の
前
に
現
れ
れ
ば
]
神
業

の
ご
と
く
素
速
く
感
応
し

[て
、
そ
の
後
に
は
何
ら
の
痕
跡
も
留
め
ず
で
そ
の
働
き
は

[常
に
生
成
変
化
し
て
]
決
し
て
停
止
す

る
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
言
葉
で
限
定
的
に
定
義
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
善
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
悪
は
も
と
よ

り
存
在
し
な
い
が
、
[
か
と
い
っ
て
]
善
も
ま
た
、
固
定
的
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、

つ
ま
り
、
無
善

無
悪
と
い
う
こ
と
だ
。
も
し
、
善
悪
が

[あ
ら
か
じ
め
]
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

[心
の
発
動
と
し
て
の
]
意
は

[
既
に
善
悪
に

よ
っ
て
色
づ
け
さ
れ
た
]
外
物
に
動
か
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
[
そ
う
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
も
は
や
良
知
の
]
自
ず
か
ら
な

る
流
行
で
は
な
く
、

「有
」
(
既
成
の
価
値
観
)
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
天
命
の
性
」
の
自
ず
か
ら
な
る
流
行

は
、
[
対
象
に
応
じ
て
]
動
き
な
が
ら
も
、
[
そ
れ
自
身
は
]
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
有
」
(
既
成
の
価
値
観
)
に
と
ら
わ
れ
た

も
の
は
、
[
対
象
に
応
じ
て
]
動
き
な
が
ら
も
、

[本
体
そ
の
も
の
も
]
動
か
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

天
命
之
性
粋
然
至
善
、
神
感
神
慮
、
其
機
自
不
容
己
、
無
普
可
名
。
悪
国
本
無
、
善
亦
不
可
得
而
有
也
。固定
謂
無
善
無
悪
。
若
有
善
有
悪
、
則

意
動
子
物
、
非
自
然
之
流
行
、
著
於
有
失
。
自
性
流
行
者
、
動
而
無
動
、
著
於
有
者
、
動
而
動
也
。
(
「
天
泉
諮
道
紀
」

『王
畿
集
』
巻一

頁
)

こ
こ
に
所
謂
「
有
/
無
」
は
、
決
し
て
、
存
在
/
非
存
在
を
表
す
概
念
で
は
な
い
。
「
天
命
の
性
」
と
し
て
の
「
良
知
」
は
、
ま
ず
、



「
至
善
」
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、
「
天
命
の
性
」
の
働
き
は
、
発
動
す
れ
ば
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
自
由
無
碍
、
臨
機
応
変
に
、
「
神

感
神
応
」
、
「
正
感
正
応
」
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
言
葉
で
限
定
的
に
、
「
こ
れ
が
善
だ
」
と
、
そ
の
内
容
を
固
定
化
し
て
決
め
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
名
」
(
命
名
・
名
づ
け
)
と
い
う
行
為
は
、
元
来
、

一
つ
の
対
象
を
、
そ
れ
以
外
の
も
の
と
区
別
す
る
た

め
に
、
境
界
線
を
引
い
て
切
り
取
り
、
そ
れ
が
も
と
も
と
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
地
か
ら
、

一
つ
の
も
の
を
図
と
し
て
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、

更
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
対
象
に
、
名
前
を
与
え
る
こ
と
で
、
自
己
の
所
有
物
と
し
て
領
有
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
、
優
れ
て
人
間
的
な
知
的
営
為
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
名
づ
け
の
行
為
に
よ
っ
て
、
本
来
、
無
限
な
る
も
の
は

限
定
さ
れ
、
未
分
化
な
る
も
の
は
分
節
化
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
を
「
善
」
と
名
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
、
「
天
命
の
性
」
の
「
純
粋
」

「
至
善
」
性
、
そ
の
働
き
の
「
神
」
(
不
可
測
)
性
、
「
不
容
己
」
(
無
窮
)
性
を
、
限
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め

に
、
「
至
善
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
や
は
り
、
「
無
差
問
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
*
〕
『老
子
』
第
一
章
に
、
「
名
可
名
、
非
常
名
」
と
言
い
、
「
無
名
、
天
地
之
始
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
王
畿
は
、
「
乾
知
即
良
知
、
乃
混
沌
初

開
第
一
媛
、
為
寓
物
之
始
」
(
「
致
知
議
略
」
)
と
言
っ
て
い
た
。

ま
た
、
「
善
亦
不
可
得
市
有
」
と
は
、
陸
九
淵
の
「
悪
は
能
く
心
を
害
す
る
も
、
善
も
亦
た
能
く
心
を
害
す
。
済
道
の
如
き
は
、
是
れ
、

善
の
害
す
る
所
と
為
る
」
(
『
陸
象
山
語
録
』
下
巻
・
一
九
一
条
)
と
い
う
発
言
を
想
起
さ
せ
る
。
「
悪
」
は
、
も
ち
ろ
ん
、
人
の
心
を
損
害
す

る
が
、
「
善
」
も
ま
た
、
そ
れ
が
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
時
、
そ
れ
は
、
人
の
心
の
「
虚
霊
」
性
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
既
成
の
「
善
」
の
観
念
(
価
値
観
)
を
盲
目
的
に
信
じ
込
み
、
そ
れ
を
絶
対
視
し
、
そ
れ
に
固
執
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
か
え
っ
て
、
本
来
、
状
況
に
即
し
て
、
素
速
く
、
適
切
な
る
判
断
を
下
す
こ
と
の
で
き
る
本
心
の
働
き
を
阻
害
し
て
し
ま
う
危
険
性

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想
|
|
王
畿
良
知
心
学
原
論
会

乙
|

|

四
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が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
陸
九
淵
の
所
謂
「
善
も
亦
た
能
く
心
を
害
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
良
知
は
、
本
来
、
そ

の
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
素
速
く
、
し
か
も
、
適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
「
神
感
神
応
」
で
あ
り
、
「
正
感
正
応
」

で
あ
る
。
既
成
の
価
値
観
に
縛
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
聞
は
、
と
も
す
れ
ば
、
状
況
判
断
を
見
誤
っ
て
し
ま
い
、
過
去
に
固
執
し
て
、
判
断

を
誤
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
規
則

・
規
範
に
対
す
る
絶
対
的
な
盲
信
は
、
往
々
に
し
て
、
現
場
の
緊
張
感
を
欠
い
て
し

ま
い
、
そ
の
判
断
は
、
形
骸
化
し
、

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
堕
し
て
、
惰
性
的
と
な
り
、
良
知
は
判
断
停
止
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
往
々
に

し
て
、
当
人
は
、
そ
れ
を
「
善
」
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
、
そ
の
遵
法
精
神
は
頑
な
な
ま
で
に
堅
固
で
あ
れ
ば
、
そ
の
間
違
い
に
気
づ
く

こ
と
は
な
く
、
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
だ
。

〔
*
〕
例
え
ば
、
こ
う
し
た
事
態
を
具
体
的
事
実
に
即
し
て
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
『
王
畿
集
』
巻
一
所
収
の
「
維
揚
悟
語
」
に
お
け
る
王
畿
と

唐
順
之
の
応
酬
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
王
畿
は
、
唐
順
之
が
、
兵
部
職
方
員
外
郎
と
し
て
、
担
当
し
て
い
た
海
防
の
仕
事
に
即
し

な
が
ら
、
そ
の
判
断
に
、
「
意
見
」
「
典
要
」
「
格
套
」
「
擬
議
按
排
」
「
気
腕
」
と
い
っ
た
、
種
々
の
先
入
観
が
「
後
入
」
し
て
い
て
、
真
の
良
知

に
基
づ
い
た
「
自
然
の
流
行
」
で
は
な
い
こ
と
を
、
具
、
体
的
に
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

一
々
指
摘
し
て
い
る
。
王
畿
に
よ
れ
ば
、
真
に
「
良
知
を

致
す
」
と
は
、
「
若
是
真
致
良
知
、
只
宜
虚
心
感
物
、
使
人
人
各
得
蓋
其
情
、
能
剛
能
柔
、
鰯
機
而
磨
、
迎
刃
而
解
、
更
無
比
一
一
子
挽
入
。
密
之
明

鏡
営
蓋
、
研
婚
白
地
附
、
方
自
疋
経
給
手
段
。
才
有
些
子
才
智
伎
何
奥
之
相
形
、
自
己
光
明
、
反
骨
刷
所
蔽
。」
(
『王
畿
集
』
巻一

七
、
八
頁
)
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

王
畿
は
、
そ
れ
故
、
既
成
の
是
非
の
価
値
観
の
み
な
ら
ず
、

一
度
、
自
ら
が
下
し
た
是
非
の
判
断
で
す
ら
、
良
知
の
神
速
な
る
感
応
の

痕
跡
(
「
感
謄
之
跡
」
)
に
過
ぎ
な
い
と
し
、

い
つ
ま
で
も
、
そ
の
痕
跡
を
、
後
生
大
事
に
守
株
し
、
不
変
の
「
典
要
」
「
格
套
」
と
し
て
マ



ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
、
そ
れ
に
拘
泥
し
て
し
ま
う
、
精
神
の
怠
惰
を
、
常
に
戒
め
た
。
そ
こ
に
、
「
無
者
聖
撃
之
宗
也
」

(「艮
止
精

一之
旨」

『王
畿
集
』
巻
八
)
と
喝
破
し
た
、
王
畿
の
「
無
」
の
哲
学
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
が
あ
る
。
決
し
て
、
既
成
の
価
値
観
を
絶
対
視
す
る
こ
と
な

一
歩
進
ん
で
、
自
ら
下
し
た
是
非
善
悪
の
判
断
す
ら
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
リ
セ

ッ
ト
し
、

常
に
、
真
つ
新
な
状
態
で
、

く
、
更
に
は
、

今
、
目
の
前
に
あ
る
事
態
、
「
倫
物
感
応
」
の
現
場
に
臨
み
、
必
ず
具
体
的
な
対
他
関
係
の
場
に
お
い
て
、
「
即
今
当
下
」
の
現
在
に
お
い

て
働
く
良
知
の
判
断
に
、
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
、
全
て
を
そ
れ
に
委
ね
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

「無
な
る
処
よ
り
根
基
を
立
つ
」
(
天
泉

証
道
記
)
と
言
い
、
「
混
沌
の
中
よ
り
根
基
を
立
つ
」
(
斗
山
舎
語
)
と
言
う
の
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
謂
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
真
に
「
良
知
を

信
じ
切
る
(
信
得
良
知
及
こ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
、
是
非
が
既
定
の
事
実
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
に
色

づ
け
さ
れ
て
い
る
物
の
是
非
(
既
成
の
価
値
観
)
に
順
っ
て
、
そ
の
通
り
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
人
は
、
外

物
に
従
属
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
真
の
実
践
主
体
と
し
て
の
「
良
知
」
の
主
体
性
は
、
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
自
然

の
流
行
に
非
ず
」
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
動
市
無
動
」
と
い
う
、

一
見
矛
盾
し
た
言
説
は
、
つ
ま
り
、
良
知
が
、

働
き
と
し
て
は
、
自
由
自
在
、
臨
機
応
変
に
働
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
自
体
は
、

「寂
然
不
動
」
、
す
な
わ
ち
、
決
し
て
外
物
に
牽
か
れ
て
動

か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
事
態
の
言
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
有
に
著
す
」
と
は
、
既
成
の
是
非
の
価
値
観
を
絶
対
視
し
、

そ
れ
に
拘
束
さ
れ
て
、
自
由
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
う
。
そ
の
時
、
人
は
、
「
動
而
動
」
、
自
ら
動
い
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
他
に

動
か
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
良
知
の
自
由
無
擬
に
し
て
確
固
不
動
な
る
主
体
性
(
「
虚
寂
」
「
寂
而
通
」
性
)
は
奪
わ
れ
、
損
な
わ

れ
て
し
ま
い
、
外
物
の
奴
隷
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
の
で
あ
る
。

王
畿
の
「
一
念
白
反
」
の
思
想

|
|
王
畿
良
知
心
学
原
論
(
二
)
|
|

四
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「
一
念
自
反
」

の
田
山
想

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
王
畿
は
、
先
師
王
陽
明
の
「
良
知
」
の
思
想
を
、
「
無
」
の
哲
学
に
お
い
て
、
深
化
発
展
さ
せ
た
が
、
更

に
、
「
一
念
自
反
」
の
思
想
に
お
い
て
、
そ
れ
を
内
面
化
・
具
体
化
し
て
、
功
夫
論
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
良
知
心
学
は
、
こ
こ
に
お
い

て
真
面
目
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
王
畿
が
王
陽
明
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
「
一
念
自
反
、
即
得
本
心
」
の
思
想
に
つ
い
て
、

考
察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、
こ
の

「
一
念
白
反
、
即
得
本
心
」
の
思
想
は
、
先
師
王
陽
明
の
教
え
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
見
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
淵
源
を
端
的
に
説
き
明
か
し
た
、
次
の
証
言
に
即
し
な
が
ら
、
そ
の
意
味
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

次
の
一
文
は
、
王
陽
明
と
の
最
後
の
別
れ
を
「
追
憶
」
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

巌
陵
で
の

[
先
師
と
の
]
お
別
れ
の
時
を
追
憶
す
る
に
、
[
先
師
は
]
教
謡
の
お
言
葉
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
「
私
(
王

陽
明
)
は
、
良
知
の
二
文
字
を
取
り
出
し
て
示
し
た
が
、
[
こ
の
良
知
が
行
う
]
是
非
の
判
断
に
は
、
お
の
ず
と
天
則
が
現
れ
る
。

」
れ
こ
そ
、
千
聖
の
秘
蔵
で
あ
る
。
昏
蔽
の
極
み
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

一
念

[
独
知
の
場
に
お
い
て
]
自
分
自
身
を
反
省
す
る

[
心
が
湧
き
起
こ
っ
た
]
な
ら
、

即
座
に
、
本
心
は
回
復
し
て
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
聖
な
る
境
地
に
踊
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
[
残

念
な
こ
と
に
、
た
い
て
い
の
]
人
は
、
[
一
念
良
知
の
現
出
を
]
と
て
も
安
易
に
見
て
し
ま
い
、
む
し
ろ
、
あ
な
ど
っ
て
、
い
い
加

ま

つ

げ

減
な
対
処
を
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
[
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
]
、
[
目
の
す
ぐ
上
に
あ
る
の
に
]
眼
陵
乏
が
見
え
な
い
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
近
す
ぎ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
こ
そ
、
か
え
っ
て
機
寂
[
す
な
わ
ち
、
凡
か
ら
聖
へ



切
り
替
わ
る
転
折
点
]
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
良
知
は
、
是
非
の
別
を
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
、
[
良
知
そ
れ
自
身
は
、
既

成
の
]
是
非
の
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
無
(
と
ら
わ
れ
な
い
)
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
全
て
の
存
在
の
基
で
あ
る
。

自
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
周
到
綴
密
に
計
算
し
尽
く
さ
れ
て
、
天
と
一
体
と
な
っ
て
自
由
自
在
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
ん

人
は
、
[
鬼
神
の
働
き
の
よ
う
な
]
神
[
な
る
も
の
]
が
神

(
捉
え
所
が
な
い
も
の
)
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
[
一
見
]
不
神

(神
と
も
思
わ
れ
な
い
日
常
的
な
動
作
や
振
る
舞
い
、
そ
の
源
と
し
て
の
心
)
も

[実
は
]
神
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

[
し
か
し
な
が
ら
]
も
し
、
あ
ま
り
に
も
是
非
の
分
析
が
行
き
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
純
粋
性
も
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、

徳
を
畜
う
や
り
か
た
と
は
言
え
な
い
の
だ
。

追
憶
巌
陵
別
時
、
申
諺
之
言
有
日
、
五
口
拍
出
良
知
商
字
、
是
是
非
非
、
自
有
天
則
、
乃
千
聖
秘
裁
。
雛
昏
蔽
之
極
、

一
念
自
反
、

即
得
本
心
、

可
以
立
麟
聖
地
。
只
縁
人
看
得
太
易
、
反
成
玩
忽
。
如
人
不
見
限
随
選
、
以
其
太
近
也
。
然
中
間
尚
有
機
銭
。
良
知
知
是
知
非
、
其
賓
鑑
…
是鉦…

非
。
無
者
高
有
之
基
。
冥
機
密
速
、
奥
天
同
遊
。
人
知
神
之
神
、
而
不
知
不
神
之
神
也
。
若
是
非
分
別
太
過
、
純
白
受
傷
、
非
所
以
畜
徳
也
。

「
書
先
師
過
釣
蓋
遺
墨
」

『王
畿
集
』
巻
一
六

四
七
O
頁
)

冒
頭
に
「
巌
陵
で
の
別
れ
の
時
を
追
憶
す
る
に
;
:
:
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
、
「
一
念
自
反、

即
得
本
心
」

の
八
字

を
含
む
、
王
陽
明
の

「教
誇
の
言
葉
」
は
、
嘉
靖
六
年
(
一
五
二
七
年
)
、
王
陽
明
が
、
思
恩
・

田
州

へ
の
不
帰
の
征
旅
に
向
か
う
途
上
に

発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
事
の
経
緯
を
、
王
畿
の
記
録
に
も
と
づ
い
て
、
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

嘉
靖
六
年
(
一
五
二
七
年
)
、
王
陽
明
が
、
思
恩
・
田
州
へ
の
不
帰
の
征
旅
に
向
か
う
途
上
、
天
泉
橋
に
お
い
て
、
王
畿
は
、
王
陽
明
の

四
句
教
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
「
四
無
」
説
を
提
示
す
る
。
王
陽
明
は
、
そ
れ
を
印
可
し
た
上
で
、
も
は
や
「
天
機
」
が
聞
か
れ
た
と
、

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
惣

|
|王
畿
良
知
心
学
原
論
(
二
)
|
|

凶
五
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今
ま
で
封
印
し
て
き
た

「
四
無
説
」
の
解
禁
を
宣
言
し
た
、
と
王
畿
は
言
、
つ
(
「
天
泉
詮
道
紀
」
)
。
そ
の
後
、
銭
徳
洪
ら
と
共
に
、
王
陽
明

を
見
送
っ
て
、
呉
山
の
月
巌
に
遊
び
、
釣
蓋
に
至
っ
て
、
巌
灘
(
「
巌
陵
瀬
」
の
一
名
)
で
別
れ
る
。
「
先
師
過
釣
蓋
遺
墨
」
と
は
、
こ
の
時

の
遺
墨
で
あ
る
(
「
復
過
釣
台
」

『王
陽
明
全
集
』
巻
二
十

七
九
四
頁
)
。
別
れ
に
あ
た
っ
て
、
教
え
を
請
う
と
、
王
陽
明
は
、
「
究
極
の
説
」

を
説
い
た
と
言
う
(
王
畿
「
銭
緒
山
行
状
」

『王
畿
集
』
巻
二
十

五
八
四
頁

及
び
、
銭
徳
洪
「
卦
告
同
門
」

『王
陽
明
全
集
』
巻
三
十
八

四
凹

四
頁
)
。
こ
の
「
究
極
の
説
」
と
は
、
『
伝
習
録
』
下
巻
所
載
の
「
先
生
起
行
征
恩
田
、
徳
洪
血
(
汝
中
追
送
巌
灘
、
汝
中
翠
併
家
賓
相
幻
想

之
説
」
の
一
段
で
あ
る
。

〔
*
〕
彰
図
刻
氏
の

『王
能
渓
先
生
年
務
』
嘉
靖
六
年
九
月
の
条
に
、
「
O
九
月
七
日
、
天
泉
証
道
。
王
龍
渓
発
「
回
無
」
奥
義。

/
O九
月
下
旬
、

王
陽
明
征
恩
田
、
王
龍
渓
借
銭
徳
洪
等
人
送
陽
明
遊
呉
山
、
月
岩
、
巌
灘
、
至
釣
蓋
。
/
O十
月
初
、
巌
灘
問
答
、
王
龍
渓
再
発
有
無
合
一
之

論
。
巌
灘
問
答
後
、
王
龍
渓
、
銭
徳
洪
、
与
陽
明
告
別
帰
越
。
」
と
あ
る
の
も
参
照
(
『良
知
撃
的
展
開
|
王
龍
渓
奥
中
晩
明
的
陽
明
皐

|
』
所

収
。島一
生
書
局

一
九
九
二
)
。

冒
頭
に

「追
憶
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を

「追
憶
」
し
て
い
る
の
は
、
上
記
の
巌
陵
で
の
別
れ
か
ら
五
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
寓
暦
五

年
(
一
五
七
七
年
)
、
八
十
路
を
迎
え
た
王
畿
は
、
水
西
会
に
赴
い
て
、
呉
中
准
と
会
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、
呉
中
准
は
、
王
畿
に
、
先
師

の
遺
墨
一
巻
を
差
し
出
す
。
見
れ
ば
、

「丁
亥
過
釣
蓋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
丁
亥
は
、
嘉
靖
六
年
。
王
陽
明
の
手
筆
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
末
尾
を
見
れ
ば
、
「
従
行
進
士
王
汝
中
」
と
あ
る
。
先
師
の
手
筆
に
、
我
が
名

(
賎
字
)
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
王

畿
は
、
「
五
十
年
相
従
う
の
跡
、
悦
と
し
て
昨
夢
の
知
き
も
、
而
れ
ど
も
、

仙
艇
は
砂
と
し
て
馨
る
べ
か
ら
ず
。
量
に
、
感
傷
に
勝
え
ん
」

と
深
い
感
傷
に
浸
り
、
往
時
を
追
憶
し
、
先
師
王
陽
明
の
教
認
の
言
葉
を
想
起
し
、
そ
れ
を
記
録
に
留
め
て
お
く
こ
と
で
、
呉
中
准
の



「
遺
志
」
を
成
就
さ
せ
る
助
け
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る。

し
か
し
な
が
ら、

五
十
年
の
歳
月
を
超
え
て
の
想
起
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
、
必
ず
し
も
、
王
陽
明
が
発
し
た
、
そ
の
ま
ま
の
言
葉
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
決
し
て
、
創
作
と
か
、
担
造

と
か
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
王
畿
が
、
五
十
年
の
歳
月
を
経
て
い
く
中
で
、
王
畿
自
身
の
「
事
上
磨
練
」
を
通
し

て
、
よ
り
磨
き
上
げ
ら
れ
、
鍛
え
抜
か
れ
、
血
肉
化
さ
れ
、
熟
成
さ
れ
た
、
先
師
の
教
講
の
言
葉
で
は
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔*
〕
王
畿
の
見
た

「
先
師
過
釣
蓋
遺
墨
」
と
は
、

『王
陽
明
全
集
』
巻
二
十
に
所
収
の
「
復
過
釣
台
」
(
七
九
四
頁
)
で
あ
る
。

そ
の
践
に
は
、

確
か
に
、
「
嘉
靖
丁
亥
九
月
廿
二
白
書
、
時
従
行
進
士
銭
徳
洪
・
王
汝
中
、
建
徳
苦
ノ
楊
恩
臣
及
元
材
、

凡
四
人
」
と
あ
る
。

事
実
、
こ
の
ま
ま
の
言
葉
は
、
現
行
の

『
王
陽
明
会
集
』
に
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
類
似
の
言
葉
な
ら
確
か
に
確
認
で
き
る
。

「戊
寅
」
(正
徳
十
三
年

一
五
一
八
年
。

こ
の
時
、
王
陽
明
四
十
七
歳
、
王
畿
二
十
一
歳
)
と
い
う
執
筆
年
次
が
記
さ
れ
た
「
諸
弟
に
寄
す
」
と

い
う
一
文
の
中
に
、
「
一
念
改
過
、
首
時
即
得
本
心
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。

身
、
気
づ
か
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
憂
う
べ
き
は
、
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。

本
心
の
明
は
、
白
日
の
よ
う
に
[
万
物
の
是
非
善
悪
を
]
明
ら
か
に
照
ら
し
出
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
失
を
犯
し
な
が
ら
、
自
分
自

一
念
と
気
づ
い
た
と
こ
ろ
で
、

過
ち
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
で
き
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
時
、
即
座
に
、
本
心
は
回
復
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
と
し
て
、
過
失
を
犯

さ
な
い
者
な
ど
、
ど
こ
に
い
ょ
う
か
。
改
め
る
こ
と
こ
そ
が
貴
い
の
で
あ
る
。

本
心
之
明
、

段
如
白
目
、
無
有
有
過
而
不
自
知
者
、
但
患
不
能
改
耳
。
一
念
改
過
、

掛同時
即
得
本
心
。
人
執
無
過
。
改
之
為
貴
。
(
「
寄
諸
弟
」

戊
寅

『王
陽
明
全
集
』
巻
四

一
七
二
頁
)

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論
(
二
)
|

|

四
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こ
の
王
陽
明
の
言
葉
で
は
、
「
一
念
自
省
」
が
「
一
念
改
過
」
と
な
っ
て
い
る
。
王
畿
は
、
学
ぶ
者
の
模
範
と
し
て
、
常
に
、
顔
淵
の

名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
の
主
眼
は
、
顔
淵
が
、
「
有
不
善
未
嘗
不
知
、
知
之
未
嘗
復
行
」
(
『
易
』
繋
辞
下
伝
)
と
い
う
点
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
「
気
づ
き

〔知
〕
」
、
す
な
わ
ち
、
不
善
の
存
在
に
気
づ
く
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
良
知
の
働
き
の
真
価
が
あ
り
、

「自
省
」

し
て
、
「
改
過
」
で
き
る
の
も
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
気
づ
き
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
*
l
〕
王
畿
に
と
っ
て
、
「
学
問
」
の
実
質
は
「
改
過
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
吾
人
欲
輿
直
下
承
賞
、
更
無
巧
法
、
惟
須
従
心

悟
入
、
従
身
護
揮
、
不
在
凡
情
裏
営
実
臼
、
不
在
意
見
裏
尋
途
轍
、
只
在
一
念
籾
知
成
黙
黙
改
過
、
徹
底
掃
務
、
徹
底
超
脱
。
良
知
真
健
、
椅

融
霊
洞
、
織
臨
調
悉
除
、
高
象
昭
察
、
絹
配
…
千
百
年
之
絶
筆
、
以
抵
於
大
昌
休
明
、
使
人
不
以
西
河
致
疑
於
夫
子
、
始
骨
周
報
答
師
恩
耳
。
」
(
「
答
季

彰
山
龍
鏡
書
」
『
王
畿
集
』
巻
九

二
一
五
頁
)
、
「
吾
人
一
生
等
閑
只
是
改
過
、
須
常
立
於
無
過
之
地
方
鐙
有
過
、
方
是
改
過
真
工
夫
。
所
謂
復

者
、
復
於
加
熱
過
者
也
。
良
知
真
慌
時
時
務
用
流
行
使
是
無
過
、
使
是
格
物
。
其
工
夫
之
難
易
精
粗
、
存
乎
所
造
之
浅
深
、
而
以
改
過
矯
宗
則
一

而
己
。
吾
人
之
内
学
所
以
異
於
仙
仰
正
在
於
此
。
過
是
妄
生
、
本
無
安
頓
庭
、
才
求
個
安
頓
所
在
使
固
定
認
著
、
便
落
支
離
失
。」
(
「
答
話
蟹
江
」

『王
畿
集』

巻
九

一
九
九
頁
)
、
「
聖
賢
之
等
、
不
質
於
無
過
、

而
寅
於
能
改
過
。
過
而
悌
改
、
斯
謂
之
悪
。
震
加
熱
机
信
者
、
義
口
補
過
也
。
震
者
、

自
訟
之
謂
。
過
則
可
以
善
補
而
復
。」
(「自
訟
問
答
」
同
巻
一
五

四
二
八
、
九
頁
)
と
い
っ
た
一
連
の
語
を
参
照
。

〔申

2
〕
王
畿
の
「
一
念
自
反
、
即
得
本
心
」
に
し
ろ
、
王
守
仁
の
「

一
念
改
過
、
省
時
即
得
本
心
」
に
し
ろ
、
遡
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
、
陸
九

淵
の
「
知
非
則
本
心
即
復
」
(
「
陸
象
山
語
録
』
下
巻

-m条
)
を
、
そ
の
淵
源
と
す
る
思
想
で
あ
ろ
う
。
拙
著

『「
即
今
自
立
」
の
哲
学
』
三
三

五
頁
参
照
。



-'-
/¥， 

千
聖
の
秘
蔵

王
畿
は
、
「
意
識
解
」
と
題
さ
れ
た
一
文
に
お
い
て
、
「
古
今
の
学
術
の
牽
置
の
弁
」
を
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。

-
:
孔
門
の
学
で
い
え
ば
、

顔
子
は
、
「
不
善
が
あ
れ
ば
気
づ
か
な
い
こ
と
は
な
い
し
、
気
が
付
け
ば
二
度
と
行
わ
な
か
っ
た
」
が
、

し

ば

む

な

こ
れ
が
徳
性
の
知
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
屡
し
ば
空
し
』
と
言
っ
た
の
は
、
そ
の
意
識
を
空
っ
ぽ
に
し
た
(
先
入
観
に
染
ま
っ
た
心
を
リ

セ
ッ
ト
し
た
)
な
ら
ば
、
遠
く
ま
で
行
か
な
い
う
ち
に

[本
来
の
す
が
た
に
]
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子

貢
は
、
「
多
く
学
ん
で
、
臆
測
し
て
的
中
し
た
」
が
、
学
ぶ
こ
と
を
[
多
く
]
識
る
こ
と
だ
と
考
え
、
[
多
く
]
聞
く
こ
と
を
知
る
こ

ほ
ん
の
わ
ず
か
ち
が
い

と
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
意
識
が
邪
魔
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
古
今
の
学
術
の
華
麗
の
弁
で
あ
る
。
こ
れ
が
分
か
れ
ば
、
先

師
の

「良
知
を
致
す
」
と
い
う
宗
旨

(
教
え
の
本
質
)
が
分
か
る
。
た
だ
心
そ
の
も
の
の
本
来
の
姿
に
復
帰
す
る
と
い
う
だ
け
の
こ

と
な
の
だ
。
後
儒
の
支
離
の
悪
習
を
一
洗
し
た
な
ら
ば
、
愚
昧
な
る
も
の
に
で
も
で
き
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
聖
人
の
境
地
に
足
を
踏
み

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
千
聖
の
秘
離
で
あ
る
。

-孔
門
之
向
学
、
顔
子
有
不
善
未
嘗
不
知
、
知
之
未
嘗
復
行
、
此
徳
性
之
知
、
謂
之
屡
空
、
空
其
意
識
、
不
遠
之
復
也
。
子
貢
多
事
而
億
中
、

以
向
学
篤
識
、
以
聞
骨
周
知
、
意
識
累
之
也
。
此
古
今
附
学
術
乏
麓
之
排
也
。
知
此
則
知
先
師
致
良
知
之
旨
。
惟
在
復
其
心
鐙
之
本
然
。

一
洗
後
儒
支

離
之
習
、
難
愚
味
得
之
、
可
以
立
麟
聖
地
、
千
聖
之
秘
蔵
也
。
(
「
意
識
解
」
『
王
畿
集
』
巻
八

一
九
二
頁
)

こ
こ
で
、
王
畿
が
、
「
子
貢
の
学
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、

「多
聞
多
識
」
を
「
学
」
と
見
な
し
、
既
成
の
知
識
の
蓄
積
に
専
念
す

る
学
問
(
陸
九
淵
の
所
謂
「
外
入
の
学
」)
を
言
う
が
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、
そ
の
知
識
が
先
入
主
と
な
っ
て
意
識
を
蔽
い
尽
く
し
て
し
ま

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|
|王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一
一
)
|
|

四
九
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う
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
の
場
に
お
け
る
、
良
知
本
来
の
自
由
無
碍
な
る
働
き
を
阻
害
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
適
正
に
し
て
、
神
速
な
る
、

是
非
の
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
決
定
的
な
問
題
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
顔
子
の
学
」
と
し
て
述
べ
て
い
る

「
其
の
意
識
を
空
に
す
」
と
は
、
知
識
や
意
見
な
ど
、
先
入
観
に
染
ま

っ
た
意
識
を
リ
セ

ッ
ト
し
て
、
常
に
、

真
つ
新
な
状
態
に
保
っ
て

お
く
こ
と
で
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
あ
る
が
ま
ま
の
す
が
た
に
お
い
て
、
対
象
と
向
き
合
っ
て
、
良
知
の
自
由
無
碍
な
る
働
き
(
「
生

機
」
)
に
、
す
べ
て
を
委
ね
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
子
貢
の
学
」
を
受
け
継
い
だ
「
後
儒
(
朱
烹
を
指
す
)
の
支
離
」
を
一
洗
す

れ
ば
、
ど
ん
な
に
無
知
蒙
昧
な
る
凡
人
で
も
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
聖
人
と
同
じ
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
う
。
こ
れ
こ
そ
が
、
「
千

聖
の
秘
戴
」
、
す
な
わ
ち
、
あ
ま
た
の
聖
人
た
ち
の
秘
伝
の
教
え
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
秘
伝
を
、
万
人
に
開
示
し
た
も
の
が
、
す
な
わ
ち
、

王
陽
明
の
「
致
良
知
」
の
教
え
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

幸
い
に
も
、

良
知
は

[
ど
ん
な
]
人
に
も
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
千
年

一
日
(
千
年
の
問
、

一
日
も
変
わ
る
こ
と
な
く
て

警
え

る
な
ら
ば
、
古
い
鏡
が
塵
や
砂
で
目撃

っ
て
い
て
も
、
鏡
の
明
(
物
の
姿
を
あ
る
が
ま
ま
に
映
し
出
す
は
た
ら
き
)
は
も
と
よ
り
失
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
よ
う
な
も
の
で
、

一
念
[
独
知
の
場
に
お
い
て
]
自
ら
を
反
省
す
る

[
心
が
湧
き
起
こ
っ
た
]
な
ら
ば
、
即
座
に
、
本

心
は
回
復
し
て
い
る
。
そ
の
人
の
中
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
。

所
幸
良
知
在
人
、
千
古
一
日
、

警
之
古
堅
努
於
塵
沙
、
明
本
未
嘗
亡
、

一
念
自
反
、
即
得
本
心
、
存
乎
其
人
也
。
(
向
上

鏡
の
嘗
輸
は
、
王
畿
の
常
套
句
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
た
、
「
日
月
の
明
」
と
そ
れ
を
遮
る
「
雲
霧
」
と
の
関
係
で
も
述
べ
ら
れ
る
。

厚
い
雲
が
天
を
覆
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
太
陽
の
輝
き
そ
れ
自
体
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
太
陽
は
、
雨
の
日
も
、

晴
れ
の
日
も
、
千
年
一
日
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、
常
に
、
こ
の
大
地
を
照
ら
し
て
、
万
物

(生
き
と
し
生
け
る
も
の
)
の
生
育
繁
茂
に
寄
与



し
て
い
る
。
鏡
が
曇
っ
て
、
物
を
映
さ
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
鏡
の
、
物
を
映
し
出
す
は
た
ら
き
(
能
力
)
そ
れ
自
体
が
無
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
鏡
を
覆
っ
て
い
た
曇
り
の
要
因
を
取
り
除
い
て
や
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
働
き
は
、
自
然
と
元
に
戻
り
、

万
物
を
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
に
お
い
て
、
正
し
く
映
し
出
す
。
そ
れ
は
、
良
知
も
同
じ
で
あ
る
。

〔
*
〕
例
え
ば
、
「
致
知
議
婦
」
に
、
「
愚
則
謂
、
良
知
在
人
、
本
加
熱
汚
壊
、
難
昏
蔽
之
極
、
有
能
一
念
自
反
、
即
得
本
心
。

唇
之
日
月
之
明
、
偶

骨
周
雲
霧
之
臨
調
、
謂
之
晦
耳
、
雲
霧
一
関
、
明
億
即
見
、
原
未
嘗
有
所
傷
也
。
:
:
;
」
(
『王
畿
集
』
巻
六

一
三
四
頁
)
と
あ
る
。

ど
ん
な
に
心
が
厚
く
覆
わ
れ
て
い
て
も
、
是
非
を
弁
別
す
る
良
知
の
は
た
ら
き
そ
れ
自
体
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

ど
ん
な
愚
昧
な
人
間
で
も
、

ハ
ッ
と
自
ら
の
過
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
が
正
念
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
良
知
の
微
か

な
萌
し
を
、
決
し
て
や
り
過
ご
し
た
り
、
誤
魔
化
し
た
り
、
無
視
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の

〈沈
黙
の
声
〉
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、
そ

れ
に
気
づ
け
ば
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
、
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
人
は
、
そ
の
本
来
の
姿
に
戻
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
心
が
回

復
し
て
い
る
証
で
あ
る
。
本
来
、
良
知
は
、
万
人
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
人
間
で
も
、
そ
の
固
有
の
良
知
の
発
動
に
気

づ
き
(
所
謂
「
覚
悟
」
)
、
そ
れ
を
、
真
つ
直
ぐ
に
実
現
発
揮
し
て
や
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
聖
人
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
人
は
、
良
知
の
内
在
具
足
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
実
現
発
揮
す
る
の
か
。
そ
の
手
が
か
り
が
、

す
な
わ
ち
、
「
一
念
自
反
」
で
あ
る
。
こ
の
「
一
念
自
反
」
を
、
「
本
心
」
で
あ
る
「
良
知
」
の
呼
び
か
け
と
し
て
、
そ
れ
を
信
じ
切
り
、

我
が
身
に
引
き
受
け
て
立
つ
覚
悟
が
あ
る
か
ど
う
か
。
す
べ
て
は
、
そ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

王
畿
の

「
一
念
自
反
」
の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一

一)
|

|

五



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要

第
十
九
号

五

七

「一

念
自
反
」
の
時
処

既
に
見
た
よ
う
に
、
王
陽
明

(
H
王
畿
)
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

難
昏
蔽
之
極
、

一
念
自
反
、
即
得
本
心
、
可
以
立
瞬
聖
地
。
只
縁
人
看
得
太
易
、
反
成
玩
忽
、
如
人
不
見
眼
陵
這
、
以
其
太
近
也
。

然
中
間
尚
有
機
寂
。
(
既
出
)

こ
こ
に
所
謂
「
昏
蔽
の
極
」
と
は
、
先
の
王
畿
の
言
葉
を
使
え
ば
「
愚
昧
」
で
あ
ろ
う
(
「
意
識
解
」
に
も
、
「
難
愚
昧
得
之
、
可
以
立
麟
聖

地
、
千
聖
之
秘
裁
也
。」
と
あ
っ
た
)
。
ど
ん
な
愚
か
な
人
間
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
ど
ん
な
に
心
(
意
識
)
が
厚
く
蔽
わ
れ
て
い
て
も
、

「
一
念
独
知
」
の
処
に
お
い
て
、
「
自
反
」
を
促
す
「
良
知
」
の
現
出

(
〈
沈
黙
の
声
〉
に
よ
る
促
し
)
に
よ
っ
て
、
「
立
ち
ど
こ
ろ
に
聖
な
る

の
ぼ

境
地
に
踊
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
凡
愚
か
ら
聖
人
へ
切
り
替
わ
る
転
折
点
が
こ
こ
に
あ
る
、
む
し
ろ
、
こ
こ

に
し
か
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
「
こ
こ
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
「
一
念
自
反
」
の
時
。
で
は
、
こ
の
凡
愚
か
ら
聖
人
へ
と
切
り
替
わ
る

転
折
点
と
し
て
の
「
一
念
自
反
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
瞬
間
な
の
だ
ろ
う
か
。

マ
y
ゲ

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
王
陽
明

(
H
王
畿
)
は
、
「
本
心」

の
顕
現
と
し
て
の

「
一
念
自
反
」
の
心
を
、
自
の
上
に
あ
る
臆
毛
の
よ
う

な
も
の
だ
、
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
も
、
目
に
近
す
ぎ
る
が
故
に
、
人
は
そ
の
存
在
に
気
づ
か
な
い
で
い
る
、

マ

ソ

ゲ

と
言
う
の
で
あ
る
。
自
分
の
陵
毛
は
、
確
か
に
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
確
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
折
に
触
れ
、

事
に
即
し
て
、
「
本
心
」
の
顕
現
と
し
て
の
「
一
念
自
反
」
の
心
を
、
内
面
に
お
い
て
、

実
感
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
「
独
知
の

処
」
と
し
て
の
内
心
H

意
識
の
場
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
身
近
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
「
一
念
自
反
」
の
心
は
、
目
や
耳
の
よ



ダ
イ
レ
ク
ト

う
な
外
部
の
感
覚
器
官
を
介
す
こ
と
な
く
、
実
践
主
体
の
意
識
に
、
直
裁
に
訴
え
か
け
て
く
る
、
最
も
リ
ア
ル
な
感
覚
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
そ
れ
は
、

「念
」

「
今
十
心」
、
す
な
わ
ち
、

「現
在
之
心

(
現
に
在
る
心
)
」
と
言
わ
れ
る
の
だ
。
し
か
し
、
往
々
に
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
、
こ
の
内
心
の
実
感
と
し
て
、
意
識
に
上
っ
て
く
る
、
良
知
の
現
出
に
、
と
も
す
れ
ば
、
気
づ
か
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
気
づ
い

た
と
し
て
も
、
さ
し
て
、
そ
れ
を
重
大
視
す
る
こ
と
な
い
ま
ま
、

や
り
過
ご
し
た
り
、
無
視
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
王
畿
は
、
こ
の
「
独
知
の
処
」
に
お
け
る

「
一
念
の
微
」
へ
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、
心
の
耳
を
傾
け
て
、

そ
の
〈
沈
黙
の
声
〉
を
し
っ
か
り
と
聞
き
届
け
、
そ
れ
に
応
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
「
謹
し
み
を
一
念
の
微
に

致
せ
」
(
後
出
)
と
王
畿
は
言
う
。
『
大
皐
』

や
『
中
庸
』
に
所
謂

「慎
独
」
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、

「
一
念
自
反
」
を
、
こ
れ
ま
で
、

「
一
念
[
独
知
の
場
に
お
い
て
]
自
ら
を
反
省
す
る

[
心
が
湧
き
起
こ

っ
た]」

と
訳
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
次
の
発
言
に
も
と
ず
く
。

わ
れ
わ
れ
は
、
直
接
、
我
が
身
に
引
き
受
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
[
そ
の
為
の
]
う
ま
い
や
り
か
た
な
ん
か
は
全

く
な
い
。
た
だ
、
我
が
心
の
導
く
が
ま
ま
に
核
心
に
分
け
入
り
、
我
が
身
の
導
く
が
ま
ま
に
[
力
を
]
発
揮
し
て
い
く
だ
け
だ
。
つ

マ

ン

ネ

リ

ズ

ム

ド

ク

サ

マ

ニ

ュ

ア

ル

き
な
み
の
情
欲
の
中
で
、
葉
臼
に
流
さ
れ
る
で
も
な
く
、
意
見
の
中
で
、
決
め
ら
れ
た
道
筋
を
辿
っ
て
い
く
の
で
も
な
く
、
ひ
た
す

ら
、
人
知
れ
ず
、
内
心
に
お
い
て
、

一
念
が
発
動
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
気
づ
き
の
場
に
お
い
て
、

[良
知
の
〈
沈
黙
の
声
〉
に
導
か

れ
る
が
ま
ま
に
]
歎
黙
と
、
過
ち
を
改
め
、
徹
底
し
て

[邪
念
・
妄
念
を
]
取
り
除
き
、
徹
底
し
て

[情
欲
と
意
見
の
渦
巻
く
利
己

的
な
世
界
か
ら
]
抜
け
出
そ
う
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
良
知
の
真
の
す
が
た
は
、
縦
横
無
尽
、
自
由
間
違
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

lま

ん
の
僅
か
な
窮
り
に
至
る
ま
で
、
こ
と
ご
く
除
き
去
っ
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
そ
の
真
実
の
姿
を
白
日
の
下
に
さ
ら
け
だ

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

lll王
畿
良
知
心
学
原
論
会
乙
|
|

五
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す
ロ吾

人
欲
輿
直
下
承
骨
園
、
更
無
巧
法
。
惟
須
従
心
悟
入
、
従
身
後
揮
。
不
在
凡
情
裏
管
案
臼
、
不
在
意
見
裏
尋
途
轍
、
只
在
一
念
獅
知
慮
黙
黙
改

過
、
徹
底
掃
務
、
徹
底
超
脱
。
良
知
真
健
、
精
融
霊
洞
、
織
田
明
悉
除
、
首
向
象
昭
察
。
(
「
答
季
彰
山
龍
鏡
書
」
『王
畿
集
」
巻
九

二
一
五
頁
)

問
題
の
箇
所
は
、
「
只
だ
一
念
濁
知
の
庭
に
在
り
て
歎
歎
と
し
て
過
ち
を
改
め
る
の
み
」
と
あ
る
。
「
独
知
」
と
は
、
前
稿
に
お
い
て
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
良
知
」
の
現
出
が
、
常
に
、
自
己
の
内
心
と
い
う
「
隠
微
」
な
世
界
(
「
独
処
」
)
に
お
い
て
、

言
葉
を
媒
介
と
す
る

ダ
イ
レ
ク
ト

こ
と
な
く
、
直
裁
に
呼
び
か
け
て
く
る
、
〈
沈
黙
の
声
〉
(
ハ
イ
デ
ガ
i
)
に
よ
る
促
し
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
概
念
で
あ
る
。
そ

う
し
た
良
知
の

〈沈
黙
の
声
〉
に
促
さ
れ
る
ま
ま
に
、
黙
黙
と
、
未
然
に
「
過
ち
を
改
め
」
ょ
う
と
す
る
、
そ
れ
が
、
す
な
わ
ち
、
「
一

念
自
反
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
意
見
や
欲
望
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
意
識
の
閤
を
打
ち
破
っ
て
、
心
の
根
底
か
ら
、
己
む

に
己
ま
れ
ぬ
、
内
発
的
な
力
と
し
て
、
実
践
主
体
の
意
識
の
上
に
、
直
裁
に
現
出
す
る
、
良
知
の
、

〈沈
黙
の
声
〉
に
促
さ
れ
て
、
自
己

反
省
の
心
が
、
忽
然
と
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
事
態
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
作
為
按
排
や
思
慮
計
画
の
結
果
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
「
自
然
の
流
行
」
に
他
な
ら
な
い
。

更
に
、
王
畿
は
、
こ
う
し
た
、
他
で
も
な
い
、
言
わ
ば
「
私
の
な
か
か
ら
や
っ
て
き
て
、
私
の
う
え
へ
と
襲
っ
て
来
、
私
に
向
け
て
発

せ
ら
れ
る
」
(
ハ
イ
デ
ガ
1

[
著
]
/
原
佑
・
波
法
二
郎
[
訳
]
『存
在
と
時
間
』
(E
)

中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

。。

五
一
一
貝
)
、
「
良
知
」

の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
そ
れ
と
、
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
の
か
が
、
す
な
わ
ち
、
「
聖
人
」
と
「
狂
人
」
と
の
分
か
れ
目
で
あ
る
、
と

言
う
の
で
あ
る
。
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「
克
念
」
と
「
閤
念
」
|
|
聖
人
と
狂
人
の
分
か
れ
目

ト
A'

bu'

王
畿
は
、
こ
の
「
一
念
の
微
」
に
お
い
て
、
「
克
く
念
う
」
と
「
念
う
こ
と
岡
し
」
の
違
い
が
、
聖
人
と
狂
人
を
隔
て
る
の
だ
、
と
言

ぅ。

「
一
念
独
知
の
処
」
に
お
け
る
功
夫
(
人
間
的
努
力
)
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

念
の
有
る
無
し
に
つ
い
て
尋
ね
た
曾
見
蓋
(
曾
同
亨
。
字
は
子
野
。
一
五
三
三
1
一六
O
七
)
に
対
し
て
、
王
一
畿
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て

い
る
。

念
は
、
有
る
と
か
、
無
い
(
無
く
な
る
)
と
か
、
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
念
と
い
う
も
の
は
、
[
具
体
的
状
況
に
即
し
た
]
心
の
運

用
で
あ
り
、
所
謂
『
現
在
の
心
(
今
現
在
、
活
き
て
働
い
て
い
る
心
)
』
で
あ
る
。
縁
(
出
会
い
の
場
)
が
発
生
し
、
境
(
対
象
)
が
焦
点

を
結
ん
で
も
、
こ
の
念
[
そ
れ
自
体
]
は
、

い
つ
も
常
に
寂
な
る

(潜
在
的
な
)
も
の
で
あ
れ
ば
、

い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
[
念
そ

れ
自
体
が
、
実
体
と
し
て
]
姿
を
現
す

(
H
そ
れ
が
「
有
る
」
と
い
う
)
こ
と
は
な
い
。
[
実
体
と
し
て
]
姿
を
現
す
と
、
[
そ
の
感
応

の
跡
に
拘
束
さ
れ
て
]
滞
っ
て
し
ま
う
。
縁
が
消
散
し
、
境
が
空
(
不
在
)
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
念
は
、

い
つ
も
覚
醒
し
て
お
り
、

決
し
て

「無
く
な
る
」

こ
と
は
な
い
。

[本
当
に
]
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば

よ

お

も

み

だ

こ
と
だ
。
「
克
く
念
う
」
の
を
聖
と
呼
び
、
「
妄
り
に
念
う
」
の
を
狂
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
聖
人
と
狂
人

(愚
者
)
と
の
分
か
れ
め
は
、

[心
は
枯
木
の
ご
と
く
]
死
ん
で
い
る
と
い
う

「克
く
す
る
」
か
、
「
妄
り
に
す
る
」
か
の
違
い
で
し
か
な
い
。
千
年
来
続
い
て
き
た
、
古
の
聖
人
の
学
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、

か
そ

が
[
萌
し
た
か
、
萌
さ
な
い
か
の
]
微
け
き
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
こ
れ

(
聖
/
狂
の
別
)
を
ハ
ツ
キ
リ
と
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
一
念
は
万
年
を
包
蔵
し
、
万
年
は

一
念
に
現
成
す
る
」
と
一言
う
の
だ
。
こ
れ
が
、
[
舜
か
ら
百
円
に
]
伝
え
ら
れ
た

「精 b 
'"'、

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|
|
王
儀
良
知
心
学
原
論
(
ニ
)
|
|

五
五
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五
六

こ
の
秘
伝
で
あ
る
。

見
蓋
間
有
念
無
念
。
予
謂
、
念
不
可
以
有
無
言
。
念
者
心
之
用
、
所
謁
見
在
心
也
。
縁
起
境
集、

此
念
常
寂
、
未
嘗
有
也
。
有
則
滞
失
。
縁
息

境
内
ェ
、
此
念
常
慢
、
未
嘗
無
也
。
無
則
楠
失
。
克
念
謂
之
聖
、
妄
念
謂
之
狂
。
聖
狂
之
分
、
克
輿
妄
之
問
而
巴
。
千
古
聖
等
、
惟
在
祭
諸
一
念

之
微
。
故
田
一
念
高
年
。
此
精
一
之
傍
也
。(『
龍
渓
舎
一
詰
』
巻
三
「
別
曾
見
蓋
漫
語
」

/

「
別
曾
見
蓋
漫
語
摘
略
」

『王
畿
集』

巻
十
六

四
六

四
頁
)

い
て
き
た
、
古
の
聖
人
の
学
は
、

こ
こ
で
、
王
畿
は
、
「
聖
人
と
狂
人
(
愚
者
)
と
の
分
か
れ
め
は
、
克
く
す
る
か
、
妄
り
に
す
る
か
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
。
千
年
来
続

か
そ

一
念
が

[
萌
し
た
か
、
萌
き
な
い
か
の
]
微
け
き
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
こ
れ

(
聖
/

ほ
か
で
も
な
い
、

狂
の
分
か
れ
目
)
を
ハ
ツ
キ
リ
と
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
。
」
と
言
、
っ
。

ま
ず
、
王
畿
は
、
「
念
」
の
意
味
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

「
念
」
と
は
、
「
心
の
用
」
と
し
た
上
で
、
所
謂
「
見
在
心
」
、
す
な
わ
ち
、

現
在
の
心
で
あ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
今
、
現
に
、
こ
こ
で
働
い
て
い
る
心
の
謂
い
で
あ
る
。
経
書
に
見
え
る
、
「
性
」
や
「
情
」
と

い
っ
た
、
観
念
的

・
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
の
「
心
」
で
は
な
く
、
今
、
現
在
、
こ
こ
で
、
具
体
的
な
対
象
や
状
況

(
現
場
)
を
前
に
し

て
、
そ
れ
に
応
じ
て
働
い
て
い
る
、
具
体
的
な
人
聞
の
心
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心

(す
な
わ
ち
、
「
念
」
)
は
、
「
有
る
」

と
も
言
え
な
い
し
、
「
無
い
」
と
も
言
え
な
い
。
「
有
る
」
と
言
え
ば
、
実
体
的
存
在
と
し
て
、
凝
滞
化
・
固
定
化
し
て
し
ま
う
が
、

そ
れ

自
体
は
、
あ
く
ま
で
「
虚
寂
」
に
し
て
「
精
融
霊
洞
」
な
る
本
体
と
し
て
の
良
知
の
「
感
応
の
跡
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

一方、

「
無
い
」
と
言
え
ば
、
心
は
、
あ
た
か
も
楠
木
死
灰

(
H
死
物
)
に
堕
し
て
し
ま
う
。
心
は
、
た
し
か
に
、
目
の
前
や
、
心
の
中
に
、
向
か

う
べ
き
対
象
が
何
も
無
い
と
き
に
は
、
そ
れ
自
体
、
働
い
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
存
在
を
そ
れ
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
、
心
自
体
が
ま
る
ご
と
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
意
識
に
は
上
つ
て
は



来
な
い
が
、
意
識
下
に
お
い
て
、
常
に
覚
醒
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
対
象
の
出
現
に
対
し
て
、
素
速
く
感
応
(
「
神
感
神
応
」
)
し
て
、
正
し

く
応
対
(
「
正
感
正
応
」
)
で
き
る
の
で
あ
る
。

み
だ

の
を
、
聖
と
呼
び
、
『
妄
り
に
念
う
』
の
を
狂
と
呼
ぶ
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
王
畿
に
よ

す
み

れ
ば
、
人
の
心
は
、
本
来
、
天
徳
の
良
知
H

天
則
に
順
っ
て
、
神
や
か
に
、
か
っ
、
正
し
く
感
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
感
応
の

ト

ヰ

伊

恥

の

p
h
u

さ
て
、
こ
こ
で
所
謂
「
『
克
く
念
、
つ
」

跡
」
に
、

い
つ
ま
で
も
引
き
ず
ら
れ
な
い
の
が
「
聖
人
」
の
「
克
念
(
克
く
念
う
)
」
で
あ
り
、
逆
に
、
欲
望
や
意
見
に
と
ら
わ
れ
て
作
為

按
排
、
思
慮
計
画
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
、
た
と
い
、
か
つ
て
自
ら
下
し
た
良
知
の
判
断
(
「
感
応
の
跡
」
)
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
、
い
つ
ま
で
も
金
科
玉
条
の
よ
う
に
守
株
し
続
け
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
狂
者
」
の
「
妄
念
(
妄
り
に
念
う
)
・
岡
念
(
念
う
こ

と
岡
し
こ
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

々

よ

〔
串
〕
も
と
、
霊
園
経
』
多
方
に
、
「
惟
聖
岡
念
作
狂
。
惟
狂
克
念
作
聖
(
惟
れ
聖
も
念
う
こ
と
岡
き
と
き
は
狂
と
作
る
。
惟
れ
狂
も
克
く
念
え
ば

聖
と
作
る
)
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
霊
園
経
』
で
は
、
「
妄
」
は
「
岡
」
に
作
り
、
「
念
う
こ
と
岡
し
」
と
訓
む
。
察
沈
の
集
伝
に
、
「
堅
、

通
明
之
得
。
言
、
聖
而
岡
念
、
則
矯
狂
失
。
愚
市
能
念
、
則
矯
聖
ム
矢
。
材
難
昏
愚
、
亦
有
可
改
過
遷
善
之
理
。
」
と
言
っ
て
、
頑
迷
に
し
て
昏
愚

な
る
対
と
臨
時
も
、
「
克
く
念
え
」
ば
、
過
ち
を
改
め
て
、
警
に
選
る
こ
と
が
で
き
る
道
理
が
あ
る
と
し
、

一
方
、
「
或
日
、
狂
而
克
念
、
果
可
篤

聖
乎
。
目
、
聖
閤
未
易
矯
也
。
狂
而
克
念
、
則
作
聖
之
功
、
知
所
向
方
。
太
甲
其
庶
幾
失
。
聖
而
岡
念
、
果
至
於
狂
乎
。
目
、
聖
固
無
所
誇
問

念
也
。
爵
戒
舜
目
、
無
若
丹
朱
倣
、
惟
慢
遊
固
定
好
。

一
念
之
差
、
難
未
至
於
狂
、
而
狂
之
理
亦
在
是
失
。
此
人
心
惟
危
。
聖
人
拳
拳
告
戒
。
出
旦

無
意
哉
。
」
と
言
い
、
聖
人
も
ま
た
、
狂
に
至
る
道
理
が
あ
る
と
し
て
、
「
人
心
」
の
「
危
う
さ
」
を
説
く
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想
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そ
し
て
、
こ
の
「
克
く
念
う
」
か

「妄
り
に
念
う
(
念
う
こ
と
岡
し
こ
か
が
、
「
聖
人
と
狂
人
の
分
か
れ
目
で
あ
る
」
と
一
言
う
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
聖
人
と
狂
人
(
愚
者
)
と
の
区
分
は
、
決
し
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
、
絶
対
的
・
固
定
的
な
差
異
で
は
な
く
、

「念
う
」
と

い
う
人
間
の
努
力
の
用
い
方
次
第
で
、
改
変
可
能
な
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
所
謂
「
克
念
」
が、

す
な
わ
ち
、

「
一
念
の
微
に
お
い
て
、
謹
み
を
致
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
「
昏
蔽
の
極
」
に
あ
る
、
狂
人

(愚
昧
)
で
あ
っ
て
も
、

努
力
す
れ
ば
、
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
聖
人
と
い
え
ど
も
、
「
一
念
の
微
」
の
動
き
の

ゆ
る
が

検
証
吟
味
を
忽
せ
に
す
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
狂
人
(
愚
者
)
に
転
落
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

聖
人
で
あ
っ
て
も
、
不
断
に
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
が
あ
る
。
そ
し
て
、
全
て
は
、
こ
の
「
一
念
独
知
の
処
」
に
お
け
る
、
良
知
の

「
自
反
」
の
呼
び
か
け
に
、
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
対
処
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、
「
一
念
の
微
に
お
い
て
、
謹
み
を
致
す
」
か
、
「
そ
れ
を

と
て
も
安
易
に
見
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
、
軽
視
し
て
い
い
加
減
な
対
処
を
し
て
し
ま
う
」
か
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
*
〕
次
の
発
言
を
参
照
。
「
凡
人
と
聖
人
と
[
の
分
か
れ
目
]
は
、
た
だ
、

一
念
が
転
移
す
る
変
わ
り
目
に
か
か

っ
て
い
る
。
手
の
ひ
ら
を
ひ
る

が
え
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
し
、
人
の
睡
眠
と
覚
醒
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
[
一
念
転
移
の
聞
に
お
い
て
]
迷
え
ば
凡
人
と
な
る
し
、
悟
れ
ば

聖
境
に
悟
入
す
る
。
迷
う
も
こ
の
心
だ
し
、
悟
る
も
や
は
り
こ
の
心
で
あ
る
。
た
だ
、
時
節
因
縁
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
。
(:
:
:
凡
興
聖
、
只
在

一
念
縛
移
之
閥
、
似
手
反
覆
、
如
人
醇
醒
、
迷
之
則
成
凡
、
悟
之
則
護
聖
。

迷
亦
是
心
、
悟
亦
是
心
、
但
時
節
因
縁
有
異
耳
。

-
:
)」(「
答
段

秋
漠
」
『王
畿
集
』
巻
一
一
一

三
O
九
頁
)



九

「自
反
」
す
る
良
知

王
畿
は
、

「
千
古
の
聖
学
は
、
惟
だ
諸
れ
を
一
念
の
微
に
察
す
る
」
と
言
う
。
し
か
も
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
の
は
、
「
一
念
独
知
の
処
」
、

す
な
わ
ち
、
他
者
の
目
の
届
く
こ
と
の
な
い
、
内
心
の
世
界
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
の
内
心
に
お
い
て
、

一
念
の
発
動
を
「
省
察
吟
味
」

す
る
も
の
は
、
な
に
も
の
な
の
か
。
「
省
察
吟
味
す
る
」
と

い
う
以
上
、
そ
の
「
省
察
吟
味
」
す
る
主
体
は
、
内
心
に
あ
り
な
が
ら
も
、

吟
味
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
意
念
に
対
し
て
、

メ
タ
レ
ベ
ル
に
存
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
音
山
念
の
メ
タ
レ
ベ
ル
に

あ
っ
て
、
音
山
念
を
常
に
検
証
吟
味
す
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
と
は
、

い
か
な
る
存
在
な
の
か
。

そ
の
答
え
は
、
次
の
発
言
の
中
に
あ
る
。

こ
ま
や
か

吾
が
党
の
致
知
の
学
は
、
疎
漏
で
、
ま
だ
精
密
で
は
な
く
、
支
離
で
、
ま
だ
純
一
で
は
な
く
、
世
の
中
に
、
そ
の
[
本
来
の
]
輝
き

を
、
ま
だ
十
分
に
は
発
揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
ま
だ
良
知
を
と
こ
と
ん
悟
り
き
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
同
時

い
ま
だ
に
着
地
点
を
見
出
せ
ず
に
い
る
か
ら
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
支
隊

[す
な
わ
ち
、
心

で
ば
な

と
理
の
括
離
と
い
う
弊
害
]
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
[
格
物
の
]
物
と
は
、
意
の
働
き
で
あ
り
、
感
応
の
出
端
(
所
謂
「
一
念
の

に
、
格
物
の
工
夫
が
、

微
」
を
指
す
)
で
す
。

[
致
知
の
]
知
と
は
、
意
の
本
体
[
す
な
わ
ち
、
良
知
]

で
あ
り
、
[
そ
れ
自
体
、
無
是
無
非
な
る
]
寂
[
な

る
本
体
]
が
[
是
非
を
]
照
ら
し
出
す
の
で
す
。
意
は
、
有
と
無
と
の
変
わ
り
目
で
あ
り
、
寂
か
ら
感
へ
と
切
り
替
わ
る
転
折
点
で

す
。

一
日
に
つ
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
動
く
こ
と
、
静
ま
る
こ
と
、
閑
な
こ
と
、
忙
し
い
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、
息
を
す
る
こ
と
、

視
聴
す
る
こ
と
、
歌
一
諒
す
る
こ
と
、
揖
遜
す
る
こ
と
、
[
ど
れ

一つ
と
し
て
、
格
物
の
]
物
で
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
生
に

つ
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
出
仕
す
る
こ
と
、
隠
棲
す
る
こ
と
、
逆
ら
う
こ
と
、
順
う
こ
と
、
語
る
こ
と
、
黙
る
こ
と
、
進
む
こ
と
、

王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想
||
王
畿
良
知
心
学
原
論
(
一
一
)
|
|

五
九
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退
く
こ
と
、
[
ど
れ
一
つ
と
し
て
]
物
で
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
[
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
]
無
声
無
臭
[
な
る
本
体
]
か
ら
発
動

し
て
、
形
を
と
っ
て
顕
わ
れ
る
感
応
の
具
体
的
な
事
実
で
あ
り
、
内
と
外
と
が
統
合
さ
れ
た
道
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ス
イ
ッ
チ
が

切
り
替
わ
る
転
折
点

〔原
文
「
機
」
〕
、
ほ
か
で
も
・
な
い
、
そ
れ
を

[良
知
の
]

一
念
が
現
出
す
る
瞬
間
の
微
か
な
動
き
の
上
で
ハ
ツ

キ
リ
と
見
極
め
る
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を
ハ
ツ
キ
リ
と
見
極
め
る
の
は
、
良
知
で
す
。
格
物
は
、
ま
さ
に
、
[
こ
の
良
知
の
是

非
を
ハ
ツ
キ
リ
と
見
極
め
る
働
き
を
]

フ
ル
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
方
法
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
、
特
別
な
こ
と
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
人
も
こ
ん
な
ふ
う
に
す
れ
ば
、
愚
人
も
や
は
り
こ
ん
な
ふ
う
に
す
る
だ
け
で
す
、

つ
ま
り
、
日
常
卑
近
な
る
徳

[
の
は
た
ら
き
/
能
力
]

で
あ
り
、
日
常
卑
近
な
る
言
葉
で
す
。

一
切
の
感
応
は
、

ほ
か
で
も
な
い
、
こ
れ
を

[良
知
現
出
の
瞬
間

で
あ
る
]

一
念
が
微
か
に
萌
し
た
瞬
間
に
お
い
て
、

ハ
ッ
キ
リ
と
見
極
め
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
っ
ぽ
ち
も
、
外
側
か
ら
手
を
差
し
伸

ベ
て
補
助
し
た
り
、
補
給
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
[
た
だ
し
]
そ
の
功
夫
の
用
い
方
は
、
精
密
で
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

良
知
の
主
宰
性
を
存
続
す
る
に
は
、

[良
知
の
現
出
に
対
し
て
]
純
一

(
一
切
の
不
純
物
を
混
入
さ
せ
な
い
)
で
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

シ
ン
プ
ル

せ
ん
。
[
そ
の
功
績
は
]
こ
の
上
も
な
く
広
大
だ
が
、
同
時
に
、
[
方
法
と
し
て
は
]
こ
の
上
も
な
く
簡
約
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

吾
黛
致
知
之
筆
、
疎
而
未
密
、
離
而
未
純
、
未
能
光
額
子
世
。
雌
是
悟
得
良
知
未
徹
、
亦
固
定
格
物
功
夫
、
未
有
蹄
着
、
未
免
入
子
支
離
。
物
者

意
之
用
、
感
之
悦
也
。
知
者
意
之
髄
、
寂
之
照
也
。
意
則
其
有
無
之
問
、
寂
感
所
乗
之
機
也
。
白
一
日
論
之
、
動
静
問
忙
、
食
息
視
聴
、
歌
詠

携
遜
、
無
非
是
物
。
自
一
生
論
之
、
出
庭
逆
順
、
語
黙
進
退
、
加
盟
…
非
固
定
物
。固定
従
無
山
皆
無
臭
凝
緊
、
感
藤
之
賓
事
、
合
内
外
之
道
也
。
而
其
機

惟
在
察
諸
一
念
之
微
。
察
之
也
者
、
良
知
也
。
格
物
、
正
所
以
為
致
也
。
此
件
原
加
熱
奇
特
。
聖
人
如
此
、
愚
人
亦
如
此
、
固
定
為
庸
徳
庸
吾一口
。

切
感
感
、
惟
在
祭
諸
一
念
之
徴
、

一
乏
不
従
外
面
講
補
湊
泊
。
其
用
功
、
不
得
不
密
。
其
存
主
、
不
得
不
純
。
可
謂
至
博
而
至
約
也
己
。
(
「
別

曾
見
霊
漫
語
」
『
龍
渓
命
日
語
』
巻



「
之
を
察
す
る
者
は
、
良
知
な
り
」
と
言
、
っ
。
そ
も
そ
も
、
王
畿
が
「
一
念
の
微
を
察
せ
よ
」
と
言
う
の
は
、
人
は
、
内
な
る
天
則
と

し
て
の
良
知
に
順
う
こ
と
な
く
、
私
欲
や
意
見
に
発
す
る
邪
念
・
妄
念
に
も
と

c

つ
い
て
行
動
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
往
々
に
し
て
あ
る
か

ら
で
あ
っ
た
。
妄
念
に
も
と

ε

つ
い
て
行
動
す
る
の
は
、
「
念
う
こ
と
が
聞
い
」
、
す
な
わ
ち
、
自
身
の
行
動
に
対
し
て
、
是
非
善
悪
の
自
覚

な
し
に
、
あ
る
い
は
、
是
非
善
悪
を
吟
味
反
省
す
る
こ
と
も
な
く
、
無
自
覚
・
無
意
識
に
、
あ
る
い
は
、
「
形
気
の
私
」

(肉
体
)
に
発
す

ド
ク
サ

る
欲
望
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
あ
る
い
は
、
意
見
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
利
己
的
な
行
動
に
奔
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん

な
時
、
実
は
、
良
知
は
、
い
ち
早
く
、
そ
の
非
を
洞
察
し
て
、
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
声
は
、
極
め
て

か
す微

か
で
、
声
に
な
ら
な
い
沈
黙
の
声
で
あ
れ
ば
、
意
識
の
場
が
欲
望
や
意
見
に
よ
っ
て
、
蔽
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、
心
の
耳
に
届
く

こ
と
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
た
と
え
心
の
耳
に
届
い
た
と
し
て
も
、
欲
望
や
意
見
に
よ

っ
て
意
識
が
汚
染
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
そ
の
声
は

V
AF

札の

eu

か
き
消
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
妄
念
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
克
く
念
う
」
こ
と
無
く
動
く
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
良
知
は
、
常
に
、
自
ら
、
是
非
の
判
断
を
下
し
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
、
妄
念
に
従
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
自
省
を

迫
っ
て
く
る
。
そ
れ
が

「
一
念
自
反
」
で
あ
る
。
そ
の
良
知
に
よ
る
自
省
の
促
し
を
、
実
践
主
体
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
、
そ

れ
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「其
の
機
は
、

一
念
の
微
に
存
す
」
と
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。
意
念
と
い
う
所
謂

「
現
在
心
」

の
メ
タ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
一
念
を
、
常
に
省
察
吟
味
し
て
い
る
の
が
、
良
知
で
あ
り
、
こ
の
「
一
念
の
微
」
に
お
い
て
、
良
知
は
、

そ
の
意
念
の
非
に
気
づ
け
ば
、
す
ぐ
さ
ま
、
自
省
を
促
す
。
そ
れ
が
、

「
一
念
自
反
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
、
す
な
わ
ち
、

今、
"こρ

独
知
の
場
に
お
け
る
、
自
省
を
促
す
、
良
知
の
発
す
る

〈沈
黙
の
声
〉
に
気
づ
い
た
瞬
間
、
実
は
、
即
座
に

「本
心
は
回
復
し
て
い
る
」

の
で
あ
る
。
凡
愚
な
る
も
の
と
い
え
ど
も
、
こ
の
「
一
念
自
反
」
を
引
き
起
こ
す
「
本
心
」
の
存
在
に
お
い
て
は
、
聖
人
と
何
ら
か
わ
る

」と
は
な
い
の
で
あ
る
。

王
様
の
「
一

念
自
反
」

の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論
(
二
)
|
|

ム
ノ、
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「一

念
轄
移
の
問

」

|
|

聖
賢
と
禽
獣
と
の
分
岐
点

心
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
、
と
も
す
れ
ば
「
昏
蔽
の
極
」
に
陥

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
打
ち
破
っ
て
、
内
心
の
「
独
知
」
と
し
て

現
出
す
る
「
一
念
の
微
」
。
そ
れ
を
活
か
す
か
、
殺
す
か
。
そ
れ
が
、
善
/
悪
の
分
か
れ
目
で
あ
り
、
そ
し
て
、
聖
/
狂
の
分
か
れ
目
と

な
る
。

古
人
の
学
は
、
た
だ
、
性
情
に
取
り
組
む
だ
け
で
あ
っ
た
。
性
情
と
は
、
心
の
体
用
で
あ
り
、
寂
感
の
別
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

性
情
に
取
り
組
も
う
と
し
て
も
、
力
づ
く
で
内
面
を
制
御
し
た
り
、
上
辺
を
矯
正
し
た
り
装
飾
し
た
り
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

一
念
と
は
、

か
た
よ

寂
か
ら
感
へ
と
切
り
替
わ
る
転
折
点

〔原
文

「機
」
〕
で
あ
る
。
こ
の
一
念
の
微
に
、
謹
み
を
致
し
た
な
ら
ば
、
自
ず
と
、
偏
街
る

そ

む

こ
と
も
無
く
、
訴
戻
く
こ
と
も
無
い
中
和

(
節
度
あ
る
心
の
は
た
ら
き
)
が
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。
中
で
あ
れ
ば
、
性
は
定
ま

た
か

の
言
葉
を
使
う
な
ら
ば
]
大
本
が
立
ち
、
達
道
が
行
わ
れ
、
万
物
を
発
育
さ
せ
、
峻
く

も
な
い
。
そ
の
要
点
は
、

一
念
の
微
に
存
し
て
い
る
。
人
心
は
、
も
と
も
と
中
和
で
あ
る
が
、
[
心
の
初
発
で
あ
る
]

り
、
和
で
あ
れ
ば
、
情
は
順
う
。
[
『
中
庸
』

天
に
極
ま
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
[
天
地
万
物
を
]
位
育
す
る
と
い
う
[
天
地
の
]
全
き
功
績
が
成
就
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
[
こ
れ

こ
そ
]
聖
学
の
標
的
で
あ
る
。

古
人
之
島
ナ
、
惟
在
理
曾
性
情
。
性
情
者
、
心
之
髄
用
、
寂
感
之
則
也
。
然
欲
理
曾
性
情
、
非
可
以
力
制
於
中
、
而
矯
飾
於
外
。
其
要
存
乎
一
念

之
微
。
人
心
本
自
中
和

一
念
者
寂
感
之
機
也
。
致
護
於
一
念
之
微
、
則
自
無
所
偏
街
、
無
所
希
戻
、
中
和
由
此
而
出
。
中
則
性
定
、
和
則
情

順
。
大
本
立
而
遠
道
行
、

後
育
前
向
物
、
峻
極
於
天
、
以
収
位
育
之
全
功
、
霊
祭
之
的
也
。
(
「
書
顧
海
陽
巻
」
向
上
巻
十
六

四
七
六
頁
)



「
人
心
が
、
本
と
中
和
で
あ
る
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
人
の
心
は
、
本
来
、
外
界
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
く
、
常
に
、
安
定

し
た
中
正
さ
(
「
偏
侍
」
も
、
「
希
一
戻
」
も
無
い
状
態
)
を
保
持
し
て
い
る
(
「
中
」
)
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
外
物
(
他
者
)
と

の
感
応
の
場
(
倫
物
感
応
の
場
)
に
お
い
て
、
常
に
、
正
し
く
事
物
に
感
応
し
、
節
度
に
適
っ
た
、
正
し
い
振
る
舞
い
(
「
和
」
)
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
他
者
と
の
感
応
の
先
端
部
分
を
「
一
念
」
と
呼
ぶ
。
「
寂
感
の
機
」
と
あ
る
よ
う

に
、
寂
(
未
発
)
か
ら
感
(
巳
発
)

へ
と
切
り
替
わ
る
転
折
点
で
あ
る
。
こ
の
切
り
替
わ
り
の
と
こ
ろ
は
、
他
人
の
窺
い
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
内
心
独
知
の
場
に
し
て
、
し
か
も
、

一
瞬
の
現
出
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
、
近
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
い

っ
て
よ
い
ぐ
ら
い
、
身

近
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、

っ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
、
「
微
」
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
こ
そ
、
「
世
界
を
挽
回
す
る
大
機
括
」

(
後
出
)
が
潜
ん
で
い
る
、
と
王
畿
は
言
、
っ
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
其
の
要
は
、

一
念
の
微
に
存
す
」
と
言
い
、
「
一
念
の
微
に
謹
み
を
致
せ
」

と
言
う
の
で
あ
る
。
偏
侍
す
る
こ
と
も
な
く
、
話
戻
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
自
然
と
、
「
中
和
」
、
す
な
わ
ち
、
「
物
、
各
々
、
物
に
付

す
」
(
程
伊
川
)
、
事
物
に
即
し
て
、
「
神
感
神
磨
」
「
正
感
正
応
」
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
大
本
が
立
ち
、
達
道
が
行
わ
れ
る
」
(
『中

庸
』)
の
で
あ
る
。
全
て
は
、
こ
の
「
一
念
の
微
」
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
王
畿
は
、
「
一
念
転
移
の
間
」
に
お
け
る
得
失
は
、
聖
賢
と
禽
獣
と
の
分
か
れ
目
で
あ
る
、
と
ま
で
言
、
っ
。

こ
の
学
が
進
む
か
、
退
く
か
は
、

ひ
と
え
に

一
念
が
転
移
す
る
変
わ
り
目
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
つ
か
み
と
っ
た
な
ら

ば
、
聖
賢
に
一
歩
近
づ
く
が
、
こ
れ
を
失
え
ば
、
禽
獣
の
域
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
危
慎
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
は
ず
だ
。

-
此
挙
進
退
、
只
在
一
念
特
移
之
問
。
得
之
可
幾
於
聖
賢
、
失
之
柏
村
入
於
禽
獣
、
可
不
倶
乎
。
(
「
白
雲
山
房
答
問
紀
零
」

『龍
渓
曾
語
』
巻

四王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論

(
ニ
)
|

|
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こ
の
「
一
念
転
移
の
間
」
を
つ
か
ま
え
損
ね
た
ら
、
狂
人
ど
こ
ろ
か
、
禽
獣
に
ま
で
堕
落
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

一
念
の
微
に
お
い

て
、
と
こ
と
ん
謹
ま
ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
既
に
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
聖
人
と
い
え

ど
も
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
聖
凡
の
別
な
く
、
人
聞
に
と

っ
て
、
「
学
ぶ
」
こ
と
に
終
わ
り
が
な
い
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
て
は
、

こ
の
最
も
近
い
が
放
に
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
、
「
一
念
の
微
」
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

l
|
「
世
界
を
挽
回
す
る
大
機
括
」

:
聖
人
の
学
(
本
当
の
学
)
が
輝
き
を
失
っ
て
か
ら
、
道
義
の
風
は
日
に
日
に
微
か
に
な
り
、
[
そ
の
結
果
]
功
利
中
心
主
義
の
害

毒
は
、
人
々
の
心
の
中
心
部
に
ま
で
浸
透
し
て
き
て
、
今
日
ま
で
千
百
年
の
歳
月
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
も
し
、

一
念
と
い
う
微

細
で
奥
深
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
物
と
偽
者
と
を
ハ
ツ
キ
リ
と
見
極
め
て
弁
別
し
、
[
我
が
心
の
良
知
に
照
ら
し
て
]
心
の
底
か
ら
納

得
す
る
こ
と
を
求
め
、
道
に
通
ず
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
た
と
え
、
あ
れ
こ
れ
打
算
推
測
し
て
、
す
っ
か

り
、
昔
の
人
が
や
っ
て
来
た
好
い
事
ど
も
[
す
な
わ
ち
、
旧
套
に
な
ら
っ
て
、
そ
れ
]
を
身
を
も
っ
て
行
動
し
、
そ
れ
を
「
集
義

(
義
し
い
行
い
を
積
み
あ
げ
る
こ
(
「
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
)
と
見
な
し
た
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
「
義
襲
(
偽
善
の
上
塗
り
)
」
(
向
上
)
と
い

う
穴
蔵
に
は
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
、
名
声
は
と
ど
ろ
き
、
回
復
し
、
た
ま
た
ま
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
伯
者

(成
り
上
が
り
者
)
と
し

て
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
聖
学
の
世
界
で
は
、
な
ん
ら
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
な

ん
と
哀
れ
む
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
に
も
、
良
知
は
[
ど
ん
な
]
人
に
も
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
千
年
一
日
[
千
年

の
問
、

一
日
も
変
わ
る
こ
と
な
く
]
、

一
念

[独
知
の
場
に
お
い
て
]
自
ら
を
反
省
す
る

[心
が
湧
き
起
こ
っ
た
]
な
ら
ば
、
即
座



ど
ん
で
ん
が
え
し

に
、
本
心
は
回
復
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
が
世
界
を
[
本
来
の
正
し
い
姿
に
]
挽
回
す
る
大
機
括
で
あ
る
。
あ
の
、
誰
に
待

ち
望
ま
れ
る
の
で
も
な
く
と
も
、
自
ら
奮
起
す
る
豪
傑
の
土
で
な
け
れ
ば
、

い
っ
た
い
、
誰
に
望
み
を
た
く
し
た
ら
よ
い
の
か
。

:
・
自
聖
撃
不
明
、
道
義
之
風
日
微
、
功
利
之
毒
、
治
決
人
之
心
髄
、
殆
千
百
年
於
援
。
荷
不
従
一
念
入
微
庭
、
察
識
誠
偽
、
求
憐
於
心
、
求

通
於
道
、
縦
使
擬
議
ト
度
、

翠
将
古
人
行
過
好
事
候
貼
身
上
行
持
、
以
為
集
義
、
正
堕
在
義
製
黛
臼
、
名
為
宣
暢
光
復
、
適
足
以
増
伯
者
之
務

篠
、
而
聖
事
之
門
嫡
不
可
復
路
、
亦
可
哀
也
己
。
所
幸
、
良
知
在
入
、
千
古
一
目
、

一
念
自
反
、
即
得
本
心
。
此
是
挽
回
世
界
大
機
括
。
非
夫

豪
傑
之
士
無
所
待
而
輿
者
、
牧
師
誰
輿
望
乎
。
(
「
孟
子
告
子
之
附
晶
子
」

「王
畿
集
』
巻
八

一九
O
頁
)

い
か
な
る
「
昏
蔽
の
極
」
、
す
な
わ
ち
、
心
が
厚
く
蔽
わ
れ
た
状
態
に
あ
ろ
う
と
も
、
忽
然
と
し
て
、
人
は
、
自
ら
犯
し
た
過
ち
に
気

づ
く
こ
と
が
あ
る
。
気
づ
け
ば
、
す
ぐ
さ
ま
、
そ
の
過
ち
を
改
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
、
「
一
念
自
反
」
で
あ
る
。
こ
の
、
人
知
れ
ず
、

内
心
に
お
い
て
察
知
(
独
知
)
さ
れ
る
、
自
反
自
戒
の
念
の
出
現
。
そ
れ
は
、
最
初
は
、
微
か
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
人
は
、
往
々
に
し
て
、

さ
し
て
気
に
も
止
め
ず
、
見
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
し
て
や
、
他
人
の
認
知
の
及
ば
ぬ
世
界
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
素
知
ら
ぬ

振
り
を
装
い
、
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
お
も
む
ろ
に
周
り
を
見
渡
し
、
誰
も
見
て
い
な
い
、
誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
の

を
確
認
し
て
、
黙
っ
て
、

や
り
過
ご
す
し
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
で
き
な
い
、
忍
び
な
い
、
と
思

う
の
が
、
人
間
の
「
良
心
」
で
あ
る
。
人
は
良
知
を
欺
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
所
謂
「
一
念
自
反
」
と
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
言
う
。

一
念
独
知
の
場
に
お
け
る
、
良
知
の
現
出
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
是
々
非
々
(
是
し
い
も
の
は
是
し
い
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
は

そ
れ
は
、

間
違
っ
て
い
る
)
と
判
断
す
る
「
天
則
」
と
し
て
の
良
知
の
現
出
で
あ
る
。
意
識
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
聞
を
突
き
破
っ
て
、
心
の
深
奥

か
ら
発
せ
ら
れ
る
、
己
む
に
巳
ま
れ
ぬ
、
内
発
的
な
、
自
己
反
省
を
促
す
衝
動
。
「
私
の
な
か
か
ら
や
っ
て
き
て
、
私
の
う
え
へ
と
襲
つ

て
来
、
私
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
」

(ハ
イ
デ
ガ
l
)
良
知
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。
忽
然
と
し
て
、
そ
れ
は
現
れ
、
私
(
表
層
意
識
の
中
心
と
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し
て
の
自
我
)
を
襲
い
、
自
ら
の
思
念
・
行
動
へ
の
懐
疑
と
反
省
と
を
促
す
の
で
あ
る
。
本
当
に
、
そ
れ
で
い
い
の
か
、
間
違
い
で
は
な

い
の
か
、
こ
の
ま
ま
や
り
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
も
い
い
の
か
、
本
当
に
お
前
は
そ
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
お
前
の
本
心
な
の
か
、

等
等
:
・
:
。
最
初
は
微
か
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
声
は
次
第
に
大
き
く
、
強
く
な
り
、
私
に
決
断
を
迫
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
心
「
独
知
」
の
場
に
お
い
て
、
意
念
の
発
動
を
検
証
吟
味
し
、
時
と
し
て
、
改
過
自
省
を
促
す
心
の
現
出
、
そ
れ
を
、

王
畿
は
、
「
一
念
自
反
」
と
呼
ん
だ
。
ほ
か
で
も
な
い
、
そ
れ
が
、
良
知
の
働
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
、
そ
れ
を
受
け
て
、
「
即
ち
、

本
心
を
得
」
と
続
け
る
。
ほ
か
で
も
な
い
、
内
心
「
独
知
」
の
場
に
お
け
る
、
「
自
反
」
を
促
す
心
の
現
出
こ
そ
、
す
な
わ
ち
、
「
本
心
」

の
顕
現
、
「
本
心
」
の
回
復
、

い
わ
ば
、
「
本
心
」
の
自
己
露
呈
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
良
知
は
、
常
に
、
内
心
に

お
い
て
、
自
己
の
心
が
、
他
者
の
働
き
か
け
に
感
応
し
て
現
出
す
る
、
そ
の
心
の
発
動
を
、
そ
の
初
発
の
端
緒
の
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
、

「
一
念
独
知
の
処
」
に
お
い
て
、
千
年
一
日
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、
休
む
こ
と
な
く
、
常
に
、
検
証
吟
味
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
、
注
目
す
べ
き
は
、
「
そ
の
検
証
吟
味
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
良
知
そ
れ
自
身
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
人
の
心
は
、
自
己
検
問
機
能
を
備
え
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
そ
の
検
閲
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
検
閲
結
果
に
即

し
て
、
自
ず
と
、
そ
れ
を
自
浄
す
る
能
力
、
自
浄
機
能
を
も
装
備
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
良
知
の
働
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
も
興
味
深
い
の
は
、
王
畿
が
、
そ
れ
を
「
此
是
挽
回
世
界
大
機
括
」
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
世
界
を

挽
回
す
る
大
い
な
る
機
括
(
大
ど
ん
で
ん
返
し
こ
で
あ
る
。
「
機
括
」
の
語
は
、
『
漢
語
大
詞
典
』
に
、
「
琴
の
上
で
、
矢
を
琵
す
る
機
件
」

を
原
意
と
し
、
「
治
事
の
権
柄
、
あ
る
い
は
、
事
物
の
関
鍵
の
喰
え
」
と
言
、
っ
。
機
械
仕
掛
け
の
か
ら
く
り
、
そ
の
カ
ラ
ク
リ
仕
掛
け
の

ス
イ
ッ
チ
と
な
る
も
の
を
言
う
。
冒
頭
の
所
謂
「
世
界
の
命
運
の
か
か
っ
た
、
起
死
回
生
の
逆
転
劇
」
(
木
下
鉄
矢
)
を
引
き
起
こ
す
カ
ラ

ク
リ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
龍
渓
命
日
語
』
巻
二
の
「
三
山
麗
浮
録
」
に
、
「
此
の
身
は
、
濁
り
往
き
濁
り
来
り
、
随
鹿
に
益
を
取
り
、
世
界
を

挽
回
す
る
を
以
て
己
が
任
と
為
す
も
、
而
れ
ど
も
、
世
界
を
以
て
其
の
身
を
累
せ
ず
し
て
、
方
め
て
、
善
く
其
の
大
を
用
う
と
為
す
の



み
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
世
界
を
以
て
己
が
任
と
為
す
」
大
丈
夫
(
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
男
)
・
豪
傑
の
士
の
仕
事
こ
そ
、
「
世
界

を
挽
回
、
す
な
わ
ち
、
本
来
の
正
し
い
状
態
に
取
り
戻
す
」
こ
と
に
あ
り
、
そ
う
し
た
大
転
換
を
可
能
に
す
る
場
は
、

ほ
か
で
も
な
い
、

こ
の
「
一
念
入
微
の
処
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

ア
ル
キ
メ
デ
ス
は
、
「
私
に
支
点
を
与
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば
地
球
を
動
か
し
て
み

せ
よ
う
」
と
言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
王
畿
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
、

(
「
機
綬
」
)
こ
そ
が
、
「
世
界
を
動
か
し
」
、
更
に
は
、
新
た
に
、
世
界
を
「
創
造
」
し
直
す
こ
と
の
で
き
る

《
支
点
》
で
あ
っ
た
。
良
知

一
念
独
知
の
処
に
お
い
て
、
「
白
反
」
を
促
す
、
こ
の
良
知

が
「
天
を
生
み
、
地
を
生
む
」
と
言
わ
れ
る
所
以
も
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。

〔
*
〕
前
出
「
書
先
師
過
釣
蓋
遺
墨
」
(
『王
畿
集
』
巻
二
ハ
)
に
見
え
る
。
ま
た
、
次
の
発
一
吉
も
参
照
。
「
人
之
有
息
、
剛
柔
相
摩
、
乾
坤
閤
閥
之

象
也
。
子
欲
静
坐
、
且
従
調
息
起
手
。
調
息
輿
数
息
不
向
。
数
息
有
意
、
調
息
無
意
。
綿
綿
密
密
、
若
存
若
亡
、
息
之
出
入
、
心
亦
随
之
、
息

調
則
神
白
返
、
神
返
則
息
自
定
。
心
息
相
依
、
水
火
自
交
、
割
問
之
息
息
蹄
根
、
入
道
之
初
機
也
。
然
非
致
知
之
外
男
有
此
一
段
功
夫
、

只
於
静

中
指
出
機
級
、
令
可
行
持
。
此
機
級
、
非
臓
附
身
心
見
成
所
有
之
物
、
亦
非
外
此
別
有
他
求
。
機
心
無
答
、
自
然
玄
舎
、
慌
惚
之
中
、
司
以
歎

識
。
要
之
、
無
中
生
有

一
言
霊
之
。
愚
昧
得
之
、
可
以
立
麟
聖
地
、
非
止
衛
生
之
経
、

聖
道
亦
不
外
此
。」
(『龍
渓
曾
語
』
巻
六
「
天
山
答

問
」
五
条
)

※
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
(
C
)
「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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